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●平成22年度阿久根市一般会計予算は修正して101億711万７千円に、６つの特別会計予算総額は64
億4,955万２千円及び阿久根市水道事業会計予算は原案どおり可決した。
●平成21年度阿久根市一般会計は、補正予算第６号で11億6,890万１千円を可決して、総額114億
6,097万９千円となる。
●平成21年度阿久根市国民健康保険特別会計の直営診療施設勘定は、補正予算第４号で126万８千円
を可決して、総額6,508万４千円となる。
●平成21年度阿久根市簡易水道特別会計は、補正予算第２号で342万４千円を減額を可決して、総額
３億3,811万円となる。
●平成21年度阿久根市交通災害共済特別会計は、補正予算第２号で132万９千円を可決して、総額で
745万１千円となる。
●平成21年度阿久根市介護保険特別会計は、補正予算第３号の事業勘定を182万２千円を可決して、
総額22億3,428万７千円となる。
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平成22年第１回定例会は、２月29日から４月19日までの57日間の会期で開かれ、市長が施政方針を述べ、平成22年度当
初予算８件、平成21年度補正予算６件、市道路線の認定についての議案など４件が提案されました。このうち平成22年度
阿久根市一般会計予算については修正可決され、その他については原案のとおり可決されました。
このほか陳情５件が採択され、提案された決議６件のうち２件は否決、また意見書４件は原案のとおり可決されました。

平成22年第１回定例会　議案及び審議結果
番 号 内　　　　　　　　　　　　　　　容 議 決 日 結 果
平成21年陳情第20号 改正貸金業法の早期完全施行等を求める陳情書 平22.２.26 採 択
議案第７号 市道路線の認定について 平22.２.26 原案可決
議案第８号 市道路線の変更について 平22.２.26 原案可決

議案第９号
一般職に属する職員の給与に関する条例及び阿久根市職員の勤務時間、休暇等に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

平22.２.26 原案可決

議案第 1 0号
阿久根市職員恩給条例及び阿久根市他の地方公共団体の恩給の基礎となるべき在職期間と、
市の恩給の基礎となるべき在職期間との通算に関する条例を廃止する条例の制定について

平22.２.26 原案可決

議案第１号 平成21年度阿久根市一般会計補正予算（第６号） 平22.３.10 原案可決
議案第２号 平成21年度阿久根市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 平22.３.10 原案可決
議案第３号 平成21年度阿久根市簡易水道特別会計補正予算（第２号） 平22.３.10 原案可決
議案第４号 平成21年度阿久根市交通災害共済特別会計補正予算（第２号） 平22.３.10 原案可決
議案第５号 平成21年度阿久根市介護保険特別会計補正予算（第３号） 平22.３.10 原案可決
議案第６号 平成21年度阿久根市水道事業会計補正予算（第２号） 平22.３.10 原案可決
平成21年陳情第21号「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求める意見書に関する陳情書 平22.３.10 採 択
平成21年陳情第22号 核兵器の廃絶と恒久平和を求める陳情書 平22.３.10 採 択
陳情第１号 350万人のウイルス性肝炎患者の救済に関する意見書採択の陳情 平22.３.10 採 択
陳情第３号 改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書を政府等に提出することを求める陳情書 平22.３.10 採 択
意見書第１号 改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書 平22.３.10 原案可決
意見書第２号「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求める意見書 平22.３.10 原案可決
意見書第３号 核兵器の廃絶と恒久平和を求める意見書 平22.３.10 原案可決
意見書第４号 ウイルス性肝炎患者の救済に関する意見書 平22.３.10 原案可決
決議第１号 交通事故防止に関する決議 平22.３.10 原案可決
議案第 1 2号 平成22年度阿久根市一般会計予算 平22.３.26 修正可決
議案第 1 3号 平成22年度阿久根市国民健康保険特別会計予算 平22.３.26 原案可決
議案第 1 4号 平成22年度阿久根市簡易水道特別会計予算 平22.３.26 原案可決
議案第 1 5号 平成22年度阿久根市交通災害共済特別会計予算 平22.３.26 原案可決
議案第 1 6号 平成22年度阿久根市老人保健医療特別会計予算 平22.３.26 原案可決
議案第 1 7号 平成22年度阿久根市介護保険特別会計予算 平22.３.26 原案可決
議案第 1 8号 平成22年度阿久根市後期高齢者医療特別会計予算 平22.３.26 原案可決
議案第 1 9号 平成22年度阿久根市水道事業会計予算 平22.３.26 原案可決
決議第２号 竹原市長の政治姿勢に対する問責決議 平22.３.26 原案可決
決議第３号 山田勝議員の農地法違反に対する問責決議 平22.４.19 原案可決
決議第４号 阿久根市議会解散に関する決議 平22.４.19 否 決
決議第５号 竹原信一市長不信任決議 平22.４.19 否 決
決議第６号 松元薫久議員、牟田学議員、石澤正彰議員、山田勝議員に対する問責決議 平22.４.19 原案可決

○議決結果（賛否が分かれた案件のみ）

議　　　　案　　　　名

議員名（議席番号順）

議決結果

大
田　

重
男

古
賀　
　

操

松
元　

薫
久

野
畑　
　

直

中
面　

幸
人

牛
之
濱
由
美

石
澤　

正
彰

牟
田　
　

学

濵
﨑　

國
治

岩
﨑　

健
二

木
下　

孝
行

児
玉
賢
一
郎

櫁
柑　

幸
雄

山
田　
　

勝

鳥
飼　

光
明

濵
之
上
大
成

平成22年度阿久根市一般会計予算（修正案） ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◆ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ －
修正可決

平成22年度阿久根市一般会計予算（修正部分を除く部分の原案）◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ －
竹原市長の政治姿勢に対する問責決議 ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◆ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ － 原案可決
山田勝議員の農地法違反に対する問責決議 ◇ ◆ ◆ ◇ ◇ ◇ ◆ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － ◇ － 原案可決
阿久根市議会解散に関する決議 ◆ ◆ ◇ ◆ ◆ ◆ ◇ ◇ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◇ ◆ ◆ 否 決
竹原信一市長不信任決議 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 否 決
松元薫久議員、牟田学議員、石澤正彰議員、山田勝議員に対する問責決議 ◇ ◇ － ◇ ◇ ◇ － － ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － ◇ － 原案可決
※松元薫久議員、牟田学議員、石澤正彰議員、山田勝議員に対する問責決議については、松元議員、牟田議員、石澤議員、山田議員は退席し、表決権はありません。
※山田勝議員の農地法違反に対する問責決議ついては、山田議員は退席し、表決権はありません。
※竹原信一市長不信任決議と阿久根市議会解散に関する決議については、特別多数議決の案件となり、濵之上議長も表決があります。
※濵之上大成議長は、議長職のため特別多数議決以外の議案については、表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。（表の見方）◇は賛成、◆は反対
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予
算
特
別
委
員
会

委
員
長　

濵
﨑
國
治

第
１
回
委
員
会
を
３
月
10

日
、
本

会
議
終
了
後
直
ち
に
委
員
会
を
開

き
、
正
副
委
員
長
の
選
任
を
行
い
、

３
月
11

日
、
現
地
調
査
を
含
め
た
審

議
の
日
程
を
、
３
月
12

日
か
ら
17

日

ま
で
の
４
日
間
と
定
め
、
全
委
員
出

席
の
も
と
、
議
長
を
除
く
15

名
の
委

員
に
よ
り
審
議
し
た
。

審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
３
月
11

日
及
び
３
月
12

日
に
関
係
課
長
等
の

出
席
を
求
め
審
議
を
進
め
た
が
、
総

務
課
、
企
画
調
整
課
、
生
き
が
い
対

策
課
、
水
産
商
工
観
光
課
の
４
課
並

び
に
教
育
委
員
会
事
務
局
の
４
課
等

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件
に
つ
い

て
の
予
算
特
別
委
員
会
報
告

予
算
特
別
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
付

託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
等
を
行
い
、

主
に
次
の
よ
う
な
報
告
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

な
お
、
報
告
等
の
内
容
は
要
約

し
て
あ
り
ま
す
の
で
御
了
承
く
だ
さ

い
。

議
案
第
12

号　

平
成
22

年
度
阿

久
根
市
一
般
会
計
予
算

は
、
予
算
案
に
つ
い
て
説
明
を
し
な

い
、
質
疑
に
も
応
じ
な
い
対
応
で
あ

り
、
さ
ら
に
財
政
課
は
簡
単
な
予
算

説
明
は
し
た
が
、
質
疑
に
は
応
じ
な

い
対
応
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
３
月

15

日
に
、
説
明
の
内
容
を
記
載
し
た

文
書
の
提
出
や
予
算
の
積
算
根
拠
の

資
料
提
出
を
求
め
た
が
、
執
行
部
は

こ
れ
に
応
じ
る
こ
と
な
く
、さ
ら
に
、

市
長
の
出
席
を
求
め
て
審
議
し
よ
う

と
し
た
が
、
出
席
を
拒
否
さ
れ
る
と

い
う
異
例
な
状
況
の
中
で
の
予
算
審

議
に
な
っ
た
。
３
月
17

日
は
総
括
的

に
審
議
し
、
各
委
員
の
意
見
を
求
め

て
審
議
を
行
っ
た
結
果
、
議
案
第
12

号
の
一
般
会
計
予
算
は
修
正
案
が
提

出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
。

議
案
第
12

号
の
一
般
会
計
予
算
の

修
正
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
４
８
８
万
３
千
円

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
１
億
７
１

１
万
７
千
円
に
修
正
す
る
も
の
で
あ

る
。は

じ
め
に
歳
出
の
修
正
か
ら
報
告

す
る
。

ま
ず
、
民
生
費
の
児
童
福
祉
施
設

整
備
事
業
１
億
９
６
５
９
万
８
千
円

を
９
４
６
９
万
８
千
円
減
額
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
件
は
補
助
金
の
交

付
を
民
間
に
移
管
さ
れ
た
折
多
保
育

園
の
施
設
整
備
費
に
充
て
る
も
の
を

認
め
る
も
の
で
あ
り
、
折
多
保
育
園

以
外
の
整
備
費
用
は
把
握
で
き
な
い

の
で
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
教
育
費
の
学
校
給
食
費
を

３
７
１
８
万
５
千
円
減
額
し
、
土
木

費
の
道
路
橋
り
ょ
う
費
を
３
７
０
０

万
円
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

件
は
学
校
給
食
費
の
材
料
費
は
学
校

給
食
法
で
保
護
者
負
担
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
、
生
活
困
窮
な
ど
で
給
食

材
料
費
を
支
払
え
な
い
方
々
に
は
阿

久
根
市
で
も
要
保
護
、
準
要
保
護
者

へ
の
支
援
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
国
の
子
ど
も

手
当
や
高
校
の
授
業
料
の
無
償
化
な

ど
、
子
育
て
世
代
へ
の
手
厚
い
制
度

が
創
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
金
額
を
市
民
の
身
近
な
生
活

環
境
の
整
備
に
充
て
る
こ
と
と
し
、

市
内
の
各
区
長
か
ら
の
要
望
が
特
に

強
い
道
路
の
維
持
修
繕
費
に
充
て
る

も
の
で
あ
る
。

次
に
、
歳
入
の
修
正
に
つ
い
て
報

告
す
る
。

歳
入
は
歳
出
予
算
の
児
童
福
祉
施

設
整
備
事
業
費
に
充
当
さ
れ
て
い
る

県
支
出
金
の
県
補
助
金
６
５
１
２
万

円
と
市
債
の
２
９
５
０
万
円
を
減
額

し
、
折
多
保
育
園
の
施
設
整
備
に
関

す
る
も
の
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

の
調
整
の
た
め
、
繰
入
金
の
基
金
繰

入
金
を
26

万
３
千
円
減
額
す
る
も

の
で
、
こ
の
減
額
は
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
を
減
額
調
整
す
る
も
の
で
あ

る
。次

に
、
組
み
替
え
の
修
正
に
つ
い

て
報
告
す
る
。

平
成
22

年
度
の
市
内
79

区
へ
の

補
助
金
が
平
成
22

年
度
は
、
25

万
円

で
あ
り
、
区
長
会
へ
の
補
助
金
を
平

成
21

年
度
と
同
様
に
す
る
た
め
、
総

務
費
の
区
長
会
運
営
補
助
金
を
９
４

６
万
８
千
円
と
し
、
同
じ
く
旅
費
を

４
８
３
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
件
は
こ
れ
ま
で
負
担
金
補

助
及
び
交
付
金
の
費
目
で
支
払
っ
て

き
た
区
長
へ
の
運
営
費
を
、
旅
費
の

費
目
で
支
払
う
こ
と
は
各
区
長
の
補

助
金
に
変
更
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
補
助
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
観
光
費
の
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
基
金
事
業
２
２
０
０
万
円

を
、
賃
金
に
組
み
替
え
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
阿
久
根
市
で
も
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
雇
用
対
策
を
進
め
る
た

め
基
金
事
業
を
直
営
事
業
で
行
い
、

効
果
的
な
雇
用
の
増
加
を
図
る
も
の

で
あ
る
。

今
回
の
予
算
審
議
は
、
議
長
を
除

く
15

名
全
員
で
行
っ
た
た
め
、
特
に

議
案
第
12

号
は
、
質
疑
等
の
報
告
は

割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
委
員
か
ら

の
総
括
で
の
意
見
等
を
中
心
に
報
告

す
る
。

今
回
、
ま
た
、
総
括
質
疑
が
行

わ
れ
ず
、
委
員
会
審
議
に
も
応
じ
な

い
課
が
あ
っ
た
た
め
、
総
括
し
て
委

員
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
委
員

会
審
議
が
唯
一
の
審
議
の
場
に
な
っ

た
。は

じ
め
に
、
議
案
第
12

号
、
一
般

会
計
予
算
の
総
括
意
見
か
ら
報
告
す

る
。委

員
よ
り
、「
私
た
ち
議
会
は
市

民
に
対
し
て
説
明
責
任
が
あ
り
、
疑

問
点
等
を
市
長
等
に
し
っ
か
り
と
質

疑
を
行
っ
た
う
え
で
、
そ
の
是
非
を

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今

回
の
よ
う
に
市
長
が
議
会
へ
の
出
席

を
拒
否
し
、
説
明
を
し
な
け
れ
ば
議

論
は
成
り
立
た
な
い
。

マ
ス
コ
ミ
を
理
由
に
出
席
を
拒
否

し
続
け
て
い
る
が
、
マ
ス
コ
ミ
が
理

由
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
説
明
を
し

た
く
な
い
内
容
が
あ
っ
た
と
し
か
受

け
と
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
市
長

は
、
昨
年
12

月
２
日
に
議
会
の
議
決

が
い
ら
な
い
阿
久
根
市
告
示
第
１
０

０
号
に
よ
っ
て
保
育
料
の
引
き
下
げ
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を
決
め
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
阿
久

根
市
の
収
入
は
分
担
金
及
び
負
担
金

の
児
童
福
祉
費
負
担
金
が
５
１
６
５

万
円
ほ
ど
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
ご
み
袋
の
値
下
げ
に
よ
っ
て
、

使
用
料
及
び
手
数
料
の
清
掃
手
数
料

が
１
２
０
０
万
円
ほ
ど
の
減
額
で
あ

る
。
国
か
ら
の
交
付
税
が
今
後
、
減

額
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
、
自
主
財
源

の
確
保
が
市
政
運
営
に
と
っ
て
重
要

な
時
代
に
い
か
が
な
こ
と
か
と
思
っ

て
い
る
。

歳
入
予
算
の
県
支
出
金
の
次
世
代

育
成
支
援
対
策
施
設
整
備
事
業
費
が

１
億
３
５
１
６
万
円
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
県
の
予
算
は
６
５
０
０
万
円

ほ
ど
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

民
生
費
の
児
童
福
祉
施
設
整
備
事

業
に
１
億
９
６
５
９
万
８
千
円
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
県
に
は
新
設
許
可

申
請
す
ら
提
出
し
て
い
な
い
保
育
園

の
新
設
に
補
助
金
を
交
付
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
県
が
許
可
し
て
い
な
い

保
育
園
の
新
設
に
は
補
助
金
の
交
付

は
認
め
ら
れ
な
い
。」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

他
の
委
員
よ
り
「
観
光
費
の
委
託

料
は
、
県
の
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特

別
基
金
を
活
用
す
る
と
あ
る
。
基
金

の
基
本
的
な
趣
旨
は
雇
用
を
図
る
こ

と
が
目
的
と
思
う
。
臨
時
職
員
や
市

民
に
直
接
雇
用
が
図
れ
る
よ
う
に
修

正
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

教
育
費
の
学
校
給
食
費
で
あ
る

が
、
国
の
制
度
の
中
で
子
ど
も
手
当

等
の
支
給
等
が
あ
り
、
国
が
子
育
て

支
援
に
重
点
を
お
い
た
予
算
組
み
を

し
て
い
る
中
で
、
阿
久
根
市
も
給
食

費
の
軽
減
を
一
般
財
源
で
行
う
も
の

で
あ
る
。
財
源
を
考
え
た
う
え
、
恒

久
的
か
、
短
期
的
か
、
一
時
的
か
、

わ
か
ら
な
い
状
況
で
こ
れ
を
認
め
る

べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。
そ
し
て
学

校
給
食
法
で
給
食
に
関
し
て
は
受
益

者
負
担
の
原
則
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

民
生
費
の
児
童
福
祉
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
問
題
は
県
が
認
可
し

て
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
か
が
大
き

な
問
題
で
あ
る
。
保
育
園
の
新
設
や

定
員
増
減
に
関
す
る
協
議
機
関
で
あ

る
阿
久
根
市
保
育
行
政
協
議
会
と
の

協
議
も
行
わ
れ
て
い
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
申
請
者
は
県
に
対
し
て
事
前

協
議
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
っ
て

県
に
設
置
許
可
の
申
請
を
行
う
。
ま

た
、一
つ
の
認
可
は
お
り
て
い
る
が
、

予
算
を
確
認
す
る
と
、
ど
う
し
て
も

一
つ
の
も
の
だ
け
は
確
認
が
で
き

ず
、
二
つ
の
施
設
が
計
上
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
予
算
書
に
な
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
中
で
し
っ
か
り
と
し
た
協

議
が
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
は
認
め

る
必
要
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
ま
た
修
正
す
べ
き
で
あ
る
。」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

他
の
委
員
よ
り
、「
職
務
上
の
命

令
の
も
と
に
、
被
害
者
で
も
あ
り
、

加
害
者
と
も
な
り
得
る
職
員
は
、
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
公
益
、
利
益

の
た
め
に
勤
務
し
、
か
つ
職
務
の
遂

行
に
当
た
っ
て
は
、
全
力
を
上
げ
て

こ
れ
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
あ
る
が
、
こ
の
点
に
お
い
て
欠
席

し
た
課
長
は
、
こ
の
公
共
の
利
益
の

た
め
に
勤
務
し
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
か
。
欠
席
し
た
課
長
は
、
専
念

す
る
こ
と
へ
の
服
務
に
違
反
と
も
と

れ
る
不
法
な
行
為
を
し
て
い
る
と
考

え
る
。」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

他
の
委
員
よ
り
「
全
て
予
算
は
市

民
に
対
し
て
公
に
説
明
責
任
が
あ
る

が
、
そ
の
こ
と
も
な
さ
れ
な
か
っ
た

の
で
、
極
め
て
遺
憾
だ
と
思
っ
て
い

る
。総

務
費
の
一
般
管
理
費
で
、
こ
の

旅
費
に
つ
い
て
、
前
年
度
は
５
０
７

万
７
千
円
を
計
上
し
て
い
る
が
、
今

年
度
は
１
４
０
５
万
５
千
円
計
上
し

て
い
る
。
さ
ら
に
負
担
金
補
助
及
び

交
付
金
で
、
区
長
会
の
運
営
費
に
対

し
て
前
年
度
は
９
４
６
万
８
千
円
予

算
化
し
て
い
る
。
今
年
は
た
っ
た
25

万
円
し
か
計
上
し
て
い
な
い
。
こ
の

25

万
円
に
し
た
根
拠
に
つ
い
て
具
体

的
に
説
明
が
な
い
。

民
生
費
の
児
童
福
祉
総
務
費
の
負

担
金
補
助
及
び
交
付
金
、
こ
れ
は
県

の
安
心
子
ど
も
基
金
総
合
対
策
事
業

で
、県
は
19

億
１
６
３
９
万
８
千
円
、

県
内
で
保
育
所
創
設
と
し
て
30

カ
所

を
予
定
し
て
い
る
。
調
査
に
よ
る
と

協
議
が
整
っ
て
い
る
の
は
折
多
保
育

所
だ
け
と
な
っ
て
お
り
、
具
体
的
に

ど
こ
か
総
括
質
疑
で
申
し
上
げ
る
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
説
明
が

な
い
。

西
目
地
区
に
児
童
館
を
開
設
す
る

と
な
っ
て
お
り
、
確
か
に
前
年
度
予

算
か
ら
す
る
と
４
２
２
万
４
千
円
増

え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
児
童
館
の
事
業
を
展
開
す

る
か
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
保

育
所
運
営
費
が
前
年
比
か
ら
す
る

と
１
４
２
０
万
４
千
円
増
額
し
て
い

る
。
今
回
、
出
さ
れ
た
補
正
予
算
で

は
４
３
０
０
万
円
減
額
に
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
一
方
で
は
し
な
が

ら
、
さ
ら
に
当
初
予
算
で
は
１
４
２

０
万
４
千
円
増
え
て
い
る
か
ら
こ
れ

も
非
常
に
問
題
が
あ
る
。

観
光
費
の
委
託
料
、
県
の
ふ
る
さ

と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
は
、
基

本
的
に
は
雇
用
対
策
が
重
点
な
の

で
、
委
託
料
で
な
く
直
営
で
雇
用
の

増
大
を
図
っ
た
方
が
効
果
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

観
光
費
の
阿
久
根
大
島
航
路
運
行

事
業
補
助
金
、
２
０
３
万
９
千
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
根
拠
で

こ
の
補
助
金
を
出
す
の
か
、
ま
っ
た

く
説
明
が
な
い
。

教
育
費
で
大
川
小
学
校
の
講
堂
を

つ
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
国

の
補
助
事
業
を
使
っ
て
不
足
す
る
部

分
を
一
般
財
源
か
ら
支
出
を
す
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
は
な
い
か
。

教
育
費
の
学
校
給
食
費
の
関
係
で

あ
る
が
、
こ
れ
も
支
払
っ
た
人
に
対

し
て
補
助
を
す
る
と
な
っ
て
お
り
、

最
近
私
立
の
学
校
に
通
っ
て
い
る
子

供
も
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
補
助
を

し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
生

活
が
苦
し
く
て
支
払
わ
な
か
っ
た
人

に
も
給
付
を
し
な
い
。
一
方
、
生
活

保
護
と
か
、
そ
れ
に
準
ず
る
方
に
は

助
成
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
人
も
払
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ

う
い
う
人
に
も
補
助
金
を
出
す
の

か
、そ
れ
ら
も
明
確
に
な
っ
て
な
い
。

こ
の
予
算
は
修
正
す
る
以
外
な
い
と

思
う
。

歳
入
に
つ
い
て
、
保
育
所
運
営
費

が
前
年
度
比
か
ら
す
る
と
５
１
６
５

万
４
千
円
の
減
で
あ
る
。
こ
れ
を
当

然
一
般
財
源
か
ら
補
て
ん
を
す
る
わ

け
だ
か
ら
、
単
年
度
で
５
１
６
５
万

４
千
円
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
ず
っ

と
続
く
と
な
れ
ば
果
た
し
て
阿
久
根

の
財
政
運
営
は
一
体
ど
う
な
る
か
。

そ
れ
か
ら
11

月
２
日
の
告
示
内
容
を

見
れ
ば
、
国
が
示
し
た
基
準
か
ら
す

れ
ば
大
幅
に
二
分
の
一
、
あ
る
い
は

三
分
の
一
程
度
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
今
後
の
財
政
運
営
に
い
ろ
い
ろ
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な
問
題
が
発
生
を
し
て
く
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
の
予
算
は
、
修
正
を
求

め
て
い
く
以
外
に
な
い
と
意
見
を
申

し
上
げ
た
い
。」
と
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

他
の
委
員
よ
り
、「
す
べ
て
の
職

員
は
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
公
益
の

利
益
の
た
め
に
勤
務
し
、
か
つ
職
務

の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
全
力
を
上
げ

て
、
こ
れ
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
地
方
公
務
員
法
第
30

条

に
抵
触
し
て
い
る
と
思
う
。
法
令
や

条
例
を
守
ら
な
い
市
長
の
命
令
は
、

地
方
公
務
員
法
第
32

条
は
適
用
外
で

あ
る
と
思
う
。
職
員
は
市
民
に
対
し

申
し
わ
け
な
い
と
思
わ
な
い
か
。
ク

ビ
が
怖
く
て
市
民
を
守
れ
る
か
。
そ

ん
な
勇
気
の
あ
る
人
は
い
な
い
の

か
。商

工
費
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
運

行
に
つ
い
て
、
平
成
22

年
度
は
試
験

的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

よ
そ
の
地
区
で
や
っ
て
い
る
巡
回
バ

ス
の
形
態
で
は
ど
う
な
の
か
比
較
し

て
い
る
の
か
。
大
川
地
区
の
運
行
事

業
計
画
案
を
見
た
場
合
、運
行
区
域
、

運
行
内
容
等
利
用
者
の
不
満
が
多
く

出
て
く
る
気
が
す
る
。
早
め
に
市
内

全
域
に
も
施
行
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
る
。

今
の
政
権
は
若
い
世
代
に
対
し
て

は
、
子
ど
も
手
当
、
高
校
授
業
料
免

除
等
、
手
厚
い
政
策
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
高
齢
者
に
対
し
て
は
政
策
が

少
な
い
。
阿
久
根
市
も
平
成
22

年
度

の
予
算
も
同
様
に
、
こ
の
よ
う
な
予

算
の
組
み
方
が
見
受
け
ら
れ
る
と
思

っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
観
点
か
ら
も

生
産
活
動
、
所
得
の
向
上
に
つ
い
て

の
予
算
化
の
取
り
組
み
、
こ
れ
も
大

事
で
は
な
い
か
と
思
う
。」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

他
の
委
員
よ
り
「
市
長
が
広
報
誌

１
月
号
、
あ
る
い
は
防
災
無
線
等
を

使
っ
て
、
１
月
に
給
食
費
の
半
額
補

助
を
決
め
た
と
か
、
保
育
料
も
安
く

な
る
と
い
う
よ
う
な
放
送
を
さ
れ
、

12

月
の
一
般
質
問
の
中
で
意
見
箱

の
中
身
に
つ
い
て
市
長
に
質
問
し
た

と
こ
ろ
、
議
員
と
し
て
自
分
で
市
民

の
意
見
を
集
約
す
べ
き
だ
と
言
わ
れ

た
。市

民
の
意
見
を
聞
い
た
が
、
そ
の

中
で
給
食
費
の
補
助
に
つ
い
て
、
市

長
の
公
約
ど
お
り
完
全
無
料
化
な
ら

い
い
が
、
中
途
半
端
は
し
て
ほ
し

く
な
い
。
自
分
の
子
ど
も
の
給
食
費

は
親
が
払
っ
て
当
然
だ
と
。
民
生
委

員
に
給
食
費
の
補
助
申
請
を
し
ま
し

ょ
う
か
と
言
わ
れ
た
人
も
、
そ
の
方

は
子
供
の
給
食
費
は
親
と
し
て
当
然

払
う
と
答
え
申
請
を
断
っ
た
。
給
食

費
の
半
額
補
助
や
保
育
料
補
助
が
決

ま
れ
ば
市
民
税
を
払
い
た
く
な
く
な

る
。民

主
党
政
権
に
変
わ
り
、
子
ど

も
手
当
が
支
給
さ
れ
る
か
ら
そ
れ
で

充
当
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
よ

う
な
意
見
が
出
て
、
こ
の
学
校
給
食

費
は
、
当
然
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う

立
場
で
意
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

く
。」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

委
員
よ
り
「
新
規
事
業
の
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
の
運
行
事
業
に
つ
い

て
、
も
っ
と
事
業
内
容
を
詳
細
に
教

え
て
ほ
し
か
っ
た
。
資
料
に
よ
る

と
、
大
川
地
区
の
対
象
地
区
と
し
て

非
常
に
範
囲
が
狭
い
。
こ
の
対
象
地

域
に
牛
之
浜
地
域
が
入
っ
て
い
な

い
。
ま
た
、
何
と
か
高
齢
者
が
本
当

に
安
心
し
て
人
並
み
に
医
者
に
見
て

も
ら
い
、
ま
た
買
い
物
が
で
き
る
よ

う
に
対
象
範
囲
を
広
げ
て
ほ
し
い
と

思
う
。
利
用
率
を
高
め
る
に
は
、
対

象
地
区
の
範
囲
を
見
直
し
て
ほ
し
い

と
い
う
気
持
ち
で
あ
る
。
ま
た
使
用

料
金
に
つ
い
て
見
直
し
て
ほ
し
い
。」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

委
員
よ
り
「
分
担
金
及
び
負
担
金

の
児
童
福
祉
費
負
担
金
の
５
４
０
０

万
７
千
円
は
、
昨
年
、
当
初
予
算
に

対
し
て
５
１
６
５
万
４
千
円
の
減
額

で
あ
る
。
こ
れ
は
平
成
21

年
11

月
２

日
、
告
示
第
１
０
０
号
、
児
童
福
祉

法
に
基
づ
く
費
用
徴
収
規
則
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
多
額
な
減
額
が
議
会

で
議
論
も
さ
れ
な
い
で
実
施
さ
れ
る

こ
と
は
問
題
だ
と
理
解
す
る
。
適
切

な
条
例
制
定
が
で
き
る
こ
と
を
要
望

す
る
。」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
が
出
さ
れ
た
あ

と
、
委
員
よ
り
予
算
の
修
正
案
が
提

案
さ
れ
、
冒
頭
申
し
上
げ
た
予
算
修

正
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
修
正

案
に
対
し
て
採
決
を
行
っ
た
。

討
論
で
は
「
提
案
説
明
は
あ
っ

た
が
、
質
疑
が
な
か
っ
た
と
い
う
だ

け
で
修
正
す
る
こ
と
に
は
反
対
」
と

の
意
見
。
ま
た
「
今
回
提
出
さ
れ
た

原
案
に
つ
い
て
、
市
長
の
説
明
も
な

く
、不
透
明
な
部
分
が
数
多
く
あ
り
、

市
民
に
対
し
て
説
明
が
つ
か
な
い
の

で
、
不
透
明
な
部
分
は
減
額
修
正
す

べ
き
と
考
え
、
修
正
案
に
賛
成
。」

で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

最
終
的
に
挙
手
に
よ
る
採
決
を
行

い
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
修
正
案
を

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
、
ま
た
修

正
箇
所
を
除
い
た
原
案
部
分
は
、
委

員
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
で
、
議
案
第
12

号
、
一
般
会

計
予
算
の
審
議
の
報
告
を
終
わ
る
。

一
般
会
計
予
算
の
修
正
案
に
対

す
る
討
論
内
容

議
案
第
12

号
修
正
案
に
対
す
る
議

員
の
討
論
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

な
お
、
内
容
は
要
約
し
て
あ
り
ま

す
の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。

反
対
討
論　

牟
田　

学
議
員

今
回
の
一
連
の
騒
動
は
す
べ
て

阿
久
根
市
議
会
に
問
題
が
あ
っ
た
と

思
う
。
市
長
の
要
求
書
に
対
し
て
議

会
は
答
え
を
出
し
て
い
な
い
。
あ
な

た
方
が
言
わ
れ
る
開
か
れ
た
議
会
を

求
め
る
な
ら
ば
、
一
般
市
民
に
対
し

て
も
議
会
の
録
音
、
撮
影
を
開
放
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の
答
え
も
出

さ
な
い
で
、
た
だ
ひ
た
す
ら
市
長
が

議
会
へ
の
出
席
を
拒
否
し
て
い
る
の

一
点
ば
り
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
に
こ
の

こ
と
だ
け
を
強
調
し
て
、
解
決
策
を

講
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
よ

り
、
竹
原
市
長
を
再
度
引
き
ず
り
お

ろ
す
た
め
、
恣し

意い

的て
き

に
、
そ
れ
を
や

ら
な
い
民
意
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す

る
議
会
で
あ
る
と
思
う
。

昨
年
、
５
月
に
再
選
し
た
市
長
と

議
会
は
、
そ
の
時
か
ら
今
ま
で
不
信

任
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。
市
民
の

負
担
を
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
す
る

市
長
の
政
策
に
こ
と
ご
と
く
反
対
す

る
。
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ご
み
袋
の
値
下
げ
に
は
、
三
回
も

否
決
を
し
た
議
会
で
あ
る
。

今
回
の
予
算
修
正
案
を
見
る
と
そ

の
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
市
長
が
議

会
へ
の
出
席
を
拒
否
し
、
説
明
が
な

い
か
ら
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
、
折
多
保
育
費
も

認
め
る
べ
き
で
は
な
い
の
に
、
予
算

修
正
案
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。折

多
保
育
費
の
み
認
め
る
、
以
外
は
不

要
と
い
う
こ
と
は
多
数
派
議
員
に
何

ら
か
の
意
図
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

国
で
は
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て

近
く
始
ま
る
子
ど
も
手
当
、
ま
た
、

高
校
の
無
償
化
と
進
も
う
と
し
て
い

る
と
き
に
、
阿
久
根
市
の
予
算
特
別

委
員
会
の
結
論
は
、
竹
原
市
長
の
公

約
で
あ
る
学
校
給
食
の
半
額
化
も
認

め
な
い
ば
か
り
か
、
子
育
て
支
援
事

業
を
削
り
、
そ
の
分
の
予
算
３
７
０

０
万
円
あ
ま
り
を
土
木
費
の
予
算
に

増
額
し
、
そ
れ
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
一
般
会
計
修
正
予
算
を
提
出

し
た
10

名
の
議
員
は
阿
久
根
市
民
の

こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。
私
は
こ

の
修
正
案
に
到
底
納
得
で
き
な
い
の

で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論　

岩
﨑
健
二
議
員

竹
原
市
長
は
地
方
自
治
法
第
１
２

１
条
に
明
ら
か
に
違
反
し
、
課
長
等

に
も
説
明
、
答
弁
を
許
さ
ず
、
地
方

公
務
員
法
に
も
抵
触
す
る
恐
れ
の
あ

る
行
動
を
強
要
し
、
脅
迫
と
も
受
け

取
ら
れ
る
発
言
を
し
て
い
る
。
法
治

国
家
に
お
い
て
決
し
て
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
公
人
と
し
て

失
格
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
１
月
15

日
行
わ
れ
た
鹿
児
島
県
市
議
会
議
員

研
修
会
で
も
講
師
の
話
に
も
あ
っ
た

よ
う
に
、
議
会
の
役
割
は
執
行
部
よ

り
提
案
さ
れ
た
予
算
案
に
つ
い
て
、

無
駄
の
排
除
や
そ
の
適
否
を
判
断
し

て
、
修
正
す
る
こ
と
こ
そ
本
来
の
議

会
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
と
講
演
さ

れ
て
い
る
。

私
は
今
回
提
出
さ
れ
た
原
案
に
つ

い
て
、
市
長
の
説
明
も
な
く
、
不
透

明
な
部
分
が
数
多
く
あ
り
、
市
民
に

対
し
て
説
明
が
つ
か
な
い
の
で
、
そ

の
適
否
を
判
断
し
て
不
透
明
な
部
分

に
つ
い
て
修
正
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
よ
っ
て
本
修
正
案
に
賛
成
で
あ

る
。

反
対
討
論　

石
澤
正
彰
議
員

私
の
意
見
の
ほ
と
ん
ど
が
、
先

に
討
論
を
し
た
、
８
番
議
員
と
重
複

す
る
の
で
、
私
は
さ
ら
に
市
民
に
理

解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
小
学
生
、
中

学
生
の
学
校
給
食
費
を
阿
久
根
市
が

半
額
負
担
す
る
、
約
３
７
０
０
万
余

り
の
全
額
を
削
減
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
に
は
、
多
数
派
議
員
が
全
会
一

致
の
様
相
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ

う
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

私
が
も
っ
と
も
残
念
で
あ
る
の

は
、
常
に
社
民
党
を
代
表
し
て
質
問

を
さ
れ
る
８
番
議
員
ま
で
も
賛
成
者

と
し
て
名
を
連
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
社
民
党
は
国
民
、
市
民
の

福
祉
や
子
供
た
ち
の
教
育
行
政
な

ど
、
一
番
手
厚
い
理
想
を
掲
げ
て
い

た
政
党
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
本
当

に
残
念
で
あ
る
。

今
や
政
権
政
党
と
な
っ
た
民
主
党

の
公
約
的
ア
ピ
ー
ル
の
タ
イ
ト
ル
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
と
あ
る
。

阿
久
根
市
議
会
の
多
数
派
議
員

は
、
赤
信
号
み
ん
な
で
渡
れ
ば
怖
く

な
い
と
ば
か
り
に
削
減
し
た
給
食
費

負
担
約
３
７
０
０
万
円
を
そ
っ
く
り

公
共
事
業
、
土
木
費
に
充
て
た
。
議

員
の
家
業
で
市
発
注
の
仕
事
を
さ
れ

て
い
る
方
が
、
我
々
、
市
議
会
の
中

に
何
人
ほ
ど
い
る
か
、
市
民
の
方
も

一
度
数
え
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

政
権
与
党
の
民
主
党
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
か
ら
人
へ
、
私
も
在
籍
し
て

い
る
阿
久
根
市
議
会
は
、
人
か
ら
コ

ン
ク
リ
ー
ト
へ
、
本
当
に
市
民
に
と

っ
て
は
腹
立
た
し
い
こ
と
だ
と
思
う

が
、
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
話
だ
と

思
う
。
子
ど
も
手
当
が
国
か
ら
支
給

さ
れ
て
も
苦
し
い
生
活
の
中
で
は
、

給
食
費
を
カ
バ
ー
で
き
る
ほ
ど
の
も

の
で
は
な
い
。
高
校
無
償
化
と
は
関

係
の
な
い
話
で
あ
る
。

阿
久
根
の
将
来
を
見
据
え
、
若
い

人
た
ち
が
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
こ
と
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
差
し
迫
っ
て
大
切
な
こ
と
だ
と

私
は
申
し
上
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
言
い
方
を
す
る
と
、
議
会
軽
視
の

竹
原
市
長
は
許
さ
な
い
と
か
、
い
ろ

ん
な
意
見
が
出
て
い
る
が
、
あ
な
た

方
は
す
ぐ
そ
の
よ
う
な
意
見
を
た
く

さ
ん
議
場
以
外
で
も
話
し
合
い
を
し

て
い
る
。

し
か
し
、
一
度
振
り
返
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
先
ほ
ど
８
番
議
員
も
言

っ
て
い
た
が
、
多
数
派
の
あ
な
た
方

は
、
よ
っ
て
た
か
っ
て
竹
原
市
長
を

不
信
任
に
し
、
引
き
ず
り
お
ろ
し
、

激
し
い
選
挙
戦
の
末
、
民
意
に
よ
り

竹
原
市
長
が
再
選
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
。
あ
な
た
達
は
、
一
生
懸
命
相
手

候
補
を
応
援
し
て
負
け
た
の
で
し
た

よ
ね
。
少
し
は
神
妙
に
す
る
の
が
人

の
道
、
そ
れ
を
何
を
勘
違
い
し
て
い

る
の
か
。

過
去
に
負
け
た
方
を
応
援
し
た
業

者
な
ど
勝
っ
た
市
長
か
ら
指
名
も
外

さ
れ
、
仕
事
も
さ
せ
て
も
ら
え
な
か

っ
た
と
、
あ
る
土
木
建
設
の
業
者
か

ら
聞
い
た
。
根
も
葉
も
な
い
話
で
は

な
い
。皆
さ
ん
こ
れ
が
真
実
で
あ
る
。

竹
原
市
長
に
な
っ
て
そ
ん
な
こ
と
が

起
き
て
い
る
か
。
公
平
な
競
争
で
仕

事
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
な
の
に
市
長
の
親
族
の
会
社

が
１
円
違
い
で
落
札
し
た
と
新
聞
や

テ
レ
ビ
に
リ
ー
ク
し
て
、
つ
ま
り
意

図
的
に
漏
ら
す
と
い
う
こ
と
を
作
為

的
に
行
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
で
は

な
い
か
と
私
は
疑
っ
て
い
る
。
お
ま

け
に
市
長
の
親
族
の
会
社
が
た
く
さ

ん
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
な
報
道
を

さ
せ
て
い
る
。
私
は
調
べ
た
。
市
長

就
任
の
２
０
０
８
年
頃
か
ら
そ
の
会

社
が
落
札
し
て
い
る
数
は
２
件
だ
け

で
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
新
聞
社
も
そ

の
よ
う
に
報
道
し
て
い
る
。

阿
久
根
の
将
来
の
た
め
に
ぜ
ひ
、

小
・
中
学
生
の
子
供
た
ち
の
手
に
給

食
費
の
負
担
を
返
し
て
あ
げ
て
い
た

だ
き
た
い
。

賛
成
討
論　

櫁
柑
幸
雄
議
員

竹
原
市
長
は
市
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
平
成
22

年
度
の
重
要
な
当

初
予
算
案
を
市
民
の
代
表
で
あ
る
市

議
会
に
提
案
し
な
が
ら
、
予
算
内
容

の
具
体
的
審
査
に
当
た
っ
て
の
地
方

自
治
法
に
基
づ
く
議
長
か
ら
の
市
長

に
対
す
る
出
席
要
求
を
拒
否
す
る
な

ど
、
市
長
不
在
の
中
で
本
予
算
は
予

算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
た
。

総
務
費
の
一
般
管
理
費
の
旅
費

は
、
区
長
会
運
営
補
助
金
と
関
連
が

あ
る
と
思し

料り
ょ
うさ
れ
る
が
、
区
長
会
へ

の
具
体
的
説
明
が
な
い
こ
と
と
、
費
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用
弁
償
で
支
給
す
る
こ
と
に
な
る

と
、
全
集
落
へ
の
支
給
が
減
額
さ
れ

る
こ
と
、
市
役
所
か
ら
２
キ
ロ
未
満

の
集
落
は
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な

る
。
市
政
運
営
上
、
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
区
長
会

へ
の
補
助
金
の
減
額
は
許
さ
れ
な
い

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
昨
年

並
み
に
予
算
を
組
み
替
え
る
の
は
当

然
で
あ
る
。

次
に
民
生
費
の
児
童
福
祉
総
務
費

の
児
童
福
祉
施
設
整
備
事
業
は
、
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
県
の
安
心
子
ど
も

基
金
総
合
対
策
事
業
に
お
い
て
、
保

育
所
の
計
画
的
な
整
備
事
業
費
補
助

と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
県
に

申
請
し
て
い
る
施
設
は
阿
久
根
市
は

１
箇
所
と
伺
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
不
明
確
な
部
分
の
９
４
６
９
万

８
千
円
の
減
額
は
当
然
で
あ
る
。

次
に
観
光
費
の
委
託
料
で
あ
る

が
、
県
の
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別

基
金
事
業
は
雇
用
創
出
が
基
本
で
あ

る
。
委
託
料
で
は
事
業
所
の
経
費
に

支
出
さ
れ
る
分
が
出
て
く
る
わ
け
で

あ
り
、
そ
の
分
、
雇
用
創
出
が
減
る

こ
と
に
な
る
。
市
直
営
で
全
額
賃
金

と
し
て
組
め
ば
、
さ
ら
に
雇
用
創
出

に
つ
な
が
る
わ
け
で
あ
り
、
今
日
の

厳
し
い
雇
用
情
勢
の
も
と
で
雇
用
創

出
は
最
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

次
に
教
育
費
の
学
校
給
食
費
の

３
７
１
８
万
５
千
円
を
減
額
し
、
土

木
費
の
道
路
維
持
費
に
充
て
る
修
正

で
あ
る
が
、
学
校
給
食
法
で
学
校
給

食
の
食
材
代
は
保
護
者
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
生
活
困
窮
で
困
っ
て
い
る

人
に
は
、
給
食
費
を
払
え
な
い
部
分

に
つ
い
て
助
成
措
置
が
行
わ
れ
て
い

る
。ま

た
、本
年
度
か
ら
国
に
お
い
て
、

中
学
校
３
年
ま
で
子
ど
も
手
当
一
人

月
額
１
万
３
千
円
を
支
給
し
、
来
年

度
は
２
万
６
千
円
支
給
す
る
と
鳩
山

政
権
で
は
申
し
上
げ
て
い
る
。
高
校

生
の
授
業
料
の
免
除
も
今
国
会
で
可

決
の
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
医
療
費
も
６
歳
ま
で
免
除
し
て
い

る
。
保
育
園
の
保
育
料
も
、
阿
久
根

市
は
本
年
度
か
ら
国
の
基
準
額
よ
り

半
分
以
下
に
軽
減
を
し
て
い
る
。
そ

の
財
源
と
し
て
昨
年
度
よ
り
、
５
１

６
５
万
４
千
円
一
般
財
源
か
ら
持
ち

出
し
増
と
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
子

育
て
支
援
は
、
充
実
を
し
て
き
て
お

り
、
特
に
今
年
度
か
ら
始
ま
る
子
ど

も
手
当
て
の
中
か
ら
給
食
費
に
充
分

あ
て
ら
れ
る
も
の
と
私
は
判
断
を
し

て
い
る
。

一
方
、
住
環
境
整
備
に
つ
い
て
、

各
区
長
か
ら
道
路
の
側
溝
の
ふ
た
な

ど
の
整
備
な
ど
、
市
に
対
し
て
現

在
、
６
億
円
を
超
え
る
要
望
が
出
て

お
り
、
こ
う
い
っ
た
安
心
・
安
全
の

道
路
に
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
こ
の
修
正

は
当
を
得
て
い
る
と
私
は
思
っ
て
い

る
。し

た
が
っ
て
、
限
ら
れ
た
予
算
を

市
民
全
体
の
安
心
・
安
全
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
、
総
合
的
、
合
理
的

に
公
正
・
公
平
に
配
分
す
べ
き
だ
と

思
う
。
よ
っ
て
本
修
正
案
に
賛
成
す

る
。

反
対
討
論　

山
田　

勝
議
員

今
回
の
議
会
に
市
長
が
議
案
を
提

案
し
て
総
括
質
疑
、
あ
る
い
は
、
委

員
会
に
欠
席
を
拒
否
す
る
理
由
に
つ

い
て
の
市
長
の
要
求
を
受
け
入
れ
な

か
っ
た
議
会
が
対
応
し
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、非
常
に
残
念
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
い
う
中
で

特
別
委
員
会
で
は
委
員
長
は
頭
撮
り

だ
け
を
し
て
、
そ
の
後
カ
メ
ラ
を
排

除
し
て
の
審
議
が
さ
れ
た
こ
と
は
、

委
員
長
の
決
断
に
敬
意
を
表
し
た
い

と
思
う
。

先
ほ
ど
か
ら
、
法
の
解
釈
に
つ
い

て
る
る
話
が
あ
る
が
、
私
は
前
鳥
取

県
知
事
の
話
の
中
で
一
番
感
銘
を
受

け
た
の
は
「
法
律
の
解
釈
に
は
、
１

０
０
人
１
０
０
通
り
、
10

人
10

通
り

あ
り
ま
す
。
ど
れ
が
最
高
に
正
し
い

と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
よ
」
と

い
う
話
を
さ
れ
た
の
が
一
番
感
銘
を

受
け
た
。
法
の
解
釈
と
言
う
が
、
現

実
に
最
終
的
な
結
論
は
な
い
わ
け
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
い
ろ
ん
な
見
方
が

あ
る
。
い
ろ
ん
な
考
え
方
が
あ
る
。

た
だ
単
に
あ
る
人
が
言
っ
た
、
マ
ス

コ
ミ
が
言
っ
た
、
大
学
教
授
が
言
っ

た
、
そ
れ
が
１
０
０
点
で
は
な
い
わ

け
で
あ
る
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
私
は
今
回
の

問
題
に
つ
い
て
、
特
に
法
律
が
、
特

に
法
を
無
視
し
た
と
い
う
話
を
す
る

方
が
た
く
さ
ん
い
る
が
、
法
律
は
１

０
０
人
１
０
０
通
り
、
10

人
10

通
り

の
解
釈
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
鳥

取
県
知
事
が
言
わ
れ
、
あ
れ
だ
け
が

も
の
す
ご
い
感
銘
を
受
け
て
い
る
。

反
対
の
理
由
は
、
７
番
議
員
そ
し

て
８
番
議
員
が
、
熱
っ
ぽ
く
話
を
さ

れ
て
重
複
す
る
。
残
念
な
こ
と
は
阿

久
根
市
は
子
育
て
が
や
り
や
す
い
、

出
水
市
よ
り
も
、
あ
る
い
は
薩
摩
川

内
市
よ
り
も
子
供
を
産
ん
で
育
て
る

こ
と
が
や
り
や
す
い
、
そ
う
い
う
ま

ち
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
期

待
を
私
も
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
市

民
も
大
変
期
待
を
し
て
い
る
。
そ
う

い
う
中
で
、
今
回
３
７
１
８
万
円
の

学
校
給
食
費
の
補
助
金
も
削
っ
て
、

そ
し
て
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
建
設
に
回
し
た
こ
と

は
、
非
常
に
残
念
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
は
今
回
の
道

路
維
持
費
の
予
算
、
建
設
費
は
、
こ

こ
近
年
の
当
初
予
算
と
し
て
目
減
り

を
す
る
予
算
で
あ
る
と
は
思
っ
て
い

な
い
。普
通
解
釈
す
る
予
算
で
あ
る
。

そ
れ
を
思
い
切
り
学
校
給
食
費
か
ら

削
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
充
て
る
こ

と
は
、
非
常
に
残
念
。
市
民
の
期
待

を
、
子
育
て
世
代
の
人
達
の
期
待
を

裏
切
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ

う
い
う
方
々
か
ら
の
意
見
も
た
く
さ

ん
聞
い
て
い
る
。

こ
の
場
を
借
り
て
申
し
上
げ
る

が
、
か
つ
て
私
が
議
会
で
ど
ん
な
議

論
を
し
て
も
、
何
を
指
摘
し
て
も
、

あ
と
か
ら
見
て
み
る
と
市
長
、
職
員

を
含
む
執
行
部
の
権
力
を
嫌
と
い
う

ほ
ど
実
は
見
せ
つ
け
ら
れ
、
て
い
よ

く
騙
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
い
ま
だ
に
不
透
明
な
こ
と
ば

か
り
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
私
は
こ

れ
を
機
会
に
、
も
っ
と
竹
原
市
長
は

不
透
明
な
部
分
も
公
開
を
し
て
オ
ー

プ
ン
に
し
て
、
議
員
全
体
で
そ
れ
を

見
つ
め
て
、
議
論
を
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ

う
し
な
け
れ
ば
市
民
に
安
心
し
て
生

活
で
き
る
、
市
民
に
納
得
し
て
い
た

だ
く
、
阿
久
根
市
政
に
は
な
ら
な
い

と
信
じ
て
い
る
。

今
回
の
議
案
第
12

号
は
原
案
ど
お

り
可
決
し
て
、
市
民
に
答
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
の
で
、
修
正
案
に
反

対
す
る
。

賛
成
討
論　

中
面
幸
人
議
員

市
民
生
活
に
大
変
重
要
で
、
遅
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
新
年
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度
の
予
算
案
が
上
程
さ
れ
た
。

議
案
を
調
査
し
た
ら
私
も
考
え
て

い
た
新
規
事
業
等
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
の
で
、
い
よ
い
よ
施
策
等
の
議

論
が
市
長
と
で
き
る
も
の
と
期
待
を

し
て
い
た
が
、
市
長
や
一
部
の
課
長

が
出
席
を
拒
否
し
、
予
算
内
容
の
説

明
や
質
疑
に
答
え
な
い
事
態
に
な
っ

た
。若

い
世
代
へ
の
支
援
制
度
に
対
す

る
予
算
や
、
高
齢
者
が
今
も
っ
と
も

関
心
の
あ
る
市
内
循
環
バ
ス
的
な
交

通
移
動
手
段
の
予
算
な
ど
に
対
す
る

恒
久
的
な
財
源
問
題
な
ど
、
市
民
が

充
分
納
得
で
き
る
よ
う
な
議
論
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
緊
急
課
題
で
あ
る
雇
用
問

題
や
景
気
対
策
等
、
生
活
基
盤
の
施

策
も
大
変
重
要
で
あ
り
、
現
政
権
下

の
政
策
等
と
も
鑑
み
な
が
ら
、
あ
ら

ゆ
る
事
業
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
予
算
の
中
身
に
つ
い
て

説
明
し
な
い
案
件
は
、
本
来
で
あ
れ

ば
執
行
す
る
に
値
し
な
い
も
の
と
し

て
否
決
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、

私
た
ち
は
市
民
の
生
活
優
先
や
弱
者

へ
の
早
期
援
護
の
た
め
に
で
き
る
限

り
の
調
査
を
行
い
、
勉
強
会
を
重
ね

た
結
果
、
中
身
の
わ
か
る
も
の
は
承

認
す
る
も
の
と
し
、
事
業
内
容
が
不

明
で
説
明
の
な
い
案
件
は
減
額
修
正

や
廃
目
と
し
た
。

そ
し
て
、
減
額
し
た
予
算
分
は
、

市
内
の
区
長
か
ら
要
望
が
特
に
強
い

道
路
等
の
維
持
修
繕
費
に
充
て
る
こ

と
に
し
た
。

本
来
な
ら
ば
、
こ
の
二
元
代
表
制

に
お
け
る
地
方
自
治
体
で
は
、
市
長

が
自
分
の
施
策
を
承
認
し
て
も
ら
う

た
め
に
は
議
会
に
対
し
て
十
分
な
説

明
を
行
い
、
議
論
を
重
ね
る
努
力
が

必
要
で
あ
り
、
今
回
の
事
態
は
異
状

で
あ
る
と
し
か
言
え
な
い
。

よ
っ
て
、
私
た
ち
が
市
民
の
立
場

で
議
案
を
修
正
し
、
市
民
が
不
安
や

不
信
を
抱
か
ぬ
よ
う
な
、
ま
た
、
市

民
生
活
に
影
響
の
出
な
い
修
正
案
で

あ
る
と
思
う
の
で
、
私
は
本
修
正
案

に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論　

松
元
薫
久
議
員

本
３
月
議
会
は
、
前
代
未
聞
の

事
態
と
な
っ
た
。
予
算
審
議
に
市
長

は
じ
め
執
行
部
が
出
て
こ
な
い
と
い

う
事
態
は
、
市
民
に
対
す
る
説
明
責

任
を
果
た
し
て
い
な
い
と
言
わ
れ
る

が
、
も
ち
ろ
ん
市
長
の
責
任
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
が
、
責
任
は
議
会
に

も
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

出
席
を
促
す
紙
切
れ
一
枚
渡
し
、

議
会
を
空
転
さ
せ
な
い
努
力
を
し
た

と
言
え
る
か
。
市
長
は
密
室
で
の
審

議
を
要
求
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

市
民
へ
の
予
算
の
説
明
責
任
が
あ
る

と
言
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
繰
り
返

さ
れ
る
無
意
味
な
議
会
は
、
議
会
と

し
て
の
工
夫
に
よ
り
、
避
け
ら
れ
た

と
考
え
て
い
る
。
い
い
加
減
、
感
情

的
な
対
立
は
や
め
よ
う
。
市
民
は
迷

惑
し
不
安
に
な
っ
て
い
る
。

竹
原
支
持
と
か
、
竹
原
不
支
持
し

か
、
視
点
を
持
た
な
い
議
会
は
ど
れ

ほ
ど
視
野
が
狭
く
な
っ
て
い
る
か
と

い
う
自
覚
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
全
く
の
不
信
任
の

関
係
に
あ
る
執
行
部
と
議
会
に
お
い

て
、
審
議
も
な
い
ま
ま
に
提
出
さ
れ

た
修
正
案
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

厳
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、
市
民
は

生
活
支
援
を
軸
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
望
ん
で
い
る
。
修
正
案
は
子
供

よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
選
び
、
国
か

ら
の
子
育
て
支
援
で
十
分
だ
と
切
っ

て
捨
て
た
。
人
口
の
減
少
を
と
め
、

さ
ら
に
子
育
て
世
代
が
阿
久
根
市
に

多
く
住
ん
で
も
ら
え
る
ま
ち
に
す
る

た
め
に
、
国
の
政
策
に
乗
っ
か
る
だ

け
で
は
な
く
阿
久
根
市
独
自
の
個
性

を
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

市
政
の
混
乱
を
す
べ
て
市
長
の
責

任
と
し
た
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
長
引

く
混
乱
の
結
果
、
市
民
は
冷
静
な
判

断
を
始
め
て
い
る
。

我
々
議
会
は
情
報
の
オ
ー
プ
ン
化

を
徹
底
す
べ
き
時
に
あ
る
。

深
い
問
題
意
識
を
持
っ
た
市
民

に
、
現
状
の
議
会
で
行
わ
れ
て
い
る

小
手
先
の
ご
ま
か
し
は
通
用
し
な
く

な
る
。
民
意
を
反
映
す
べ
き
予
算
に

お
い
て
、
修
正
案
は
民
意
か
ら
ほ
ど

遠
く
、
市
長
の
公
約
つ
ぶ
し
の
意
図

し
か
見
受
け
ら
な
い
。

市
民
か
ら
の
批
判
に
修
正
案
を
提

出
し
た
10

名
の
議
員
が
責
任
を
取
る

覚
悟
が
あ
る
と
も
思
え
な
い
。
よ
っ

て
私
は
議
案
第
12

号
の
修
正
案
に
は

反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

賛
成
討
論　

木
下
孝
行
議
員

今
回
の
議
案
第
12

号
は
22

年
度
の

当
初
予
算
で
あ
り
、
市
民
の
１
年
間

の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
担
保
す
る

大
事
な
案
件
で
あ
る
。
そ
の
大
事
な

案
件
を
市
長
自
ら
が
提
案
を
し
な
が

ら
、そ
の
後
の
議
会
へ
の
出
席
拒
否
、

そ
し
て
課
長
説
明
も
拒
否
さ
せ
た
こ

と
は
予
算
成
立
を
放
棄
し
た
も
の
と

思
わ
れ
、
そ
の
無
責
任
な
行
動
を
誠

に
遺
憾
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
安
心
・

安
全
な
生
活
を
鑑
み
た
と
き
、
ま
ず

は
予
算
を
認
め
る
こ
と
が
第
一
で
あ

る
。
し
か
し
、
十
分
な
説
明
の
な
い

中
で
す
べ
て
を
安
易
に
認
め
る
こ
と

は
、
財
政
的
、
将
来
的
な
観
点
か
ら

見
て
も
危
険
な
も
の
で
あ
る
。

今
の
阿
久
根
市
の
喫
緊
の
課
題

は
、
雇
用
対
策
と
市
民
所
得
に
関
係

す
る
産
業
の
振
興
で
あ
る
。そ
し
て
、

子
育
て
支
援
は
、
今
、
国
が
子
ど
も

手
当
等
含
め
、
手
当
を
行
お
う
と
し

て
い
る
。

阿
久
根
市
の
財
源
は
い
ま
だ
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点

で
勘
案
す
れ
ば
、
十
分
な
説
明
が
な

い
も
の
や
、
明
ら
か
に
不
透
明
な
事

業
等
は
修
正
し
て
議
会
は
承
認
す
べ

き
と
思
う
。

そ
し
て
市
民
に
対
し
て
安
心
・
安

全
な
生
活
が
で
き
る
こ
と
を
担
保
し

約
束
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。

竹
原
市
長
の
政
治
姿
勢
に
対
す

る
問
責
決
議
の
討
論
内
容

賛
否
が
分
か
れ
た
決
議
に
対
す
る

議
員
の
討
論
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

な
お
、
内
容
は
要
約
し
て
あ
り
ま

す
の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。

反
対
討
論　

山
田　

勝
議
員

一
昨
年
、
竹
原
市
長
が
登
場
し
て

か
ら
議
員
と
完
全
な
意
見
の
食
い
違

い
、
考
え
方
の
違
い
と
民
主
主
義
に
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対
す
る
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
数
の
論
理
で
反
対

し
、
問
責
決
議
を
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
私
は
問
責
決
議
を
出

さ
れ
る
な
ら
議
会
に
も
同
じ
ぐ
ら
い

の
責
任
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
今
回

の
市
長
に
対
す
る
問
責
決
議
に
は
断

固
と
し
て
反
対
で
あ
る
。

竹原市長の政治姿勢に対する問責決議

竹原市長は、平成22年第１回定例会において、３月４日及び

３月５日並びに３月10日の本会議への出席を拒否し、市民生活

に密着する重要な平成22年度阿久根市一般会計予算の説明を拒

んできた。

また、３月11日から４日間の日程で開催された予算特別委員

会においても、特定の課長に当該予算の説明を行わないように

命令するなど、議会及び市民への説明責任を果たしてきていな

い。

さらに、３月18日及び３月19日の本会議での一般質問にも、

竹原市長は、出席を拒否し、地域住民から市政に対する要望・

意見等を代弁して行う議員の質問に答えないだけでなく、聴こ

うとすらしていないところであり、市長としての自覚がまった

くない。

また、竹原市長は、憲法及び地方自治法に明確に規定されて

いる議会制度を理解していないだけでなく、二元代表制として

の議会の存在を否定するような態度に終始している。

このような竹原市長の市政の最高責任者としての自覚の欠

如、説明責任を果たさない態度は、憲法・法律を無視し、議会

制民主主義を否定し、市政を私物化して独裁的に行うものであ

り、議会としてこのまま容認することは、断じてできないもの

である。

よって、竹原市長の市民及び議会への不誠実さ及び行政のト

ップとしての説明責任を果たさない態度に対し、また、市政の

最高責任者でありながら法令を遵守しない不誠実で独善的な市

政運営を取り続けている竹原市長に対し、厳しくその責任を問

うものである。

以上、決議する。

平成22年３月26日

鹿児島県阿久根市議会

賛
成
討
論　

櫁
柑
幸
雄
議
員

私
ど
も
市
議
会
は
、
何
も
な
い
の

に
竹
原
市
長
と
争
う
必
要
は
な
い
わ

け
で
あ
り
、
問
題
は
竹
原
市
長
は
市

長
に
就
任
以
来
、
法
律
や
条
例
、
規

則
を
無
視
し
て
、
独
善
的
な
市
政
運

営
を
今
日
ま
で
行
っ
て
き
た
。
法
的

な
機
関
で
あ
る
首
長
が
法
律
を
守

ら
な
い
で
い
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。私

ど
も
は
、
市
長
が
き
ち
っ
と
法

律
を
遵
守
し
て
、
法
律
に
基
づ
い
て

市
政
運
営
を
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
あ
え
て
個
人
的
に

反
対
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、今
日
の
憲
法
や
法
律
、

条
例
、
規
則
を
き
ち
っ
と
守
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
何
も
反
対
し
な
い
。
そ

う
い
う
こ
と
を
守
ら
な
い
以
上
、
市

長
の
資
格
が
問
わ
れ
る
わ
け
で
あ

る
。今

日
ま
で
の
市
長
の
市
政
運
営
の

姿
は
、
ま
さ
し
く
法
律
違
反
、
憲
法

違
反
で
あ
る
。
基
本
的
に
言
え
ば
市

長
失
格
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
十

分
そ
の
こ
と
を
反
省
し
て
、
今
後
き

ち
っ
と
し
た
市
政
運
営
を
行
う
こ
と

を
求
め
、
そ
し
て
本
問
責
決
議
案
は

当
然
で
あ
り
、
賛
成
す
る
も
の
で
あ

る
。

竹
原
信
一
市
長
不
信
任
決
議
の

討
論
内
容

反
対
討
論　

木
下
孝
行
議
員

本
議
案
は
市
長
に
対
し
て
、
信
任

で
き
な
い
た
め
市
長
に
辞
職
を
求
め

る
旨
の
議
案
で
あ
る
。

し
か
し
、
提
案
者
を
含
め
賛
同
を

す
る
４
名
の
議
員
は
、
市
長
の
不
信

任
に
対
す
る
最
大
の
権
限
で
あ
る
議

会
解
散
権
を
行
使
さ
せ
る
意
図
を
も

っ
て
、
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
提
案
者
で
あ
る
３
番
議
員

の
４
月
12

日
の
ブ
ロ
グ
で
「
現
在
の

議
会
は
解
散
し
、
新
し
い
議
会
が
必

要
だ
と
思
う
。
市
長
選
は
次
の
段
階

だ
」
と
記
述
し
て
い
る
。

ま
た
、
７
番
議
員
は
新
聞
の
コ
メ

ン
ト
に
「
不
信
任
案
は
市
長
へ
の
不

信
任
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
手
法
で

あ
る
」
と
答
え
て
お
り
、
決
議
の
本

旨
を
逸
脱
し
た
行
為
は
、
市
民
を
混

乱
さ
せ
、
愚ぐ

弄ろ
う

す
る
も
の
で
あ
る
。

明
ら
か
に
不
信
任
決
議
の
本
旨
の
体て
い

を
な
さ
ず
、
作
為
の
も
と
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
今
市
民
が
強
く
求
め
る
も

の
は
、
市
長
の
資
質
と
政
治
姿
勢
で

招
い
た
阿
久
根
市
の
混
乱
の
責
任
で

あ
る
。
市
長
自
ら
の
辞
職
で
あ
り
、

そ
の
潔
い
さ
ぎ
よさ
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
か
つ
、
こ
の
議
案
の
趣
旨
に
沿

い
４
名
の
議
員
の
責
任
は
市
長
に
辞

職
を
実
行
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

よ
っ
て
こ
の
決
議
に
は
反
対
を
す

べ
き
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

賛
成
討
論　

石
澤
正
彰
議
員

私
は
自
分
の
ブ
ロ
グ
で
過
去
歴

代
の
市
長
は
選
挙
で
応
援
し
な
か
っ

た
阿
久
根
市
の
指
名
業
者
を
指
名
か

ら
外
し
、
仕
事
を
さ
せ
な
い
な
ど
の

報
復
を
行
っ
た
こ
と
を
ア
ッ
プ
し
た

ら
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
メ
ー
ル
を
い

た
だ
い
た
。

自
分
た
ち
が
引
き
ず
り
お
ろ
し
た

者
が
、
再
度
、
民
意
に
よ
り
市
長
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
引
き
ず
り

お
ろ
し
の
議
員
の
中
に
は
あ
い
も
変

わ
ら
ず
差
別
も
さ
れ
ず
、
引
き
続
き

自
由
な
競
争
で
仕
事
を
得
て
い
る
。

私
も
こ
れ
が
正
義
あ
る
姿
だ
と
思
っ

て
い
る
し
、
信
じ
て
い
る
。

し
か
し
、何
か
お
か
し
く
な
い
か
。

反
対
議
員
の
方
は
、
自
分
た
ち
が
一

番
偉
い
者
で
あ
る
か
の
よ
う
な
錯
覚

を
し
て
い
な
い
か
。
あ
な
た
方
は
、

自
分
の
立
場
が
わ
か
っ
た
う
え
で
、
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世
間
で
ま
た
市
長
を
引
き
ず
り
お
ろ

そ
う
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
今
度
は
、
市
民
に
リ
コ
ー

ル
し
な
さ
い
と
、
市
民
に
相
撲
を
と

る
よ
う
に
呼
び
か
け
、
相
撲
を
と
ら

せ
、
自
分
た
ち
は
安
全
な
と
こ
ろ
に

い
る
と
い
う
厚
か
ま
し
さ
以
外
の
何

物
で
も
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
だ
か
ら
あ
な
た
方
の

代
わ
り
に
不
信
任
を
出
し
て
あ
げ
た

わ
け
で
あ
る
。強
い
て
言
う
な
ら
ば
、

私
の
流
儀
で
逆
ら
っ
た
方
々
に
仕
事

な
ど
さ
せ
な
い
の
が
、
私
の
流
儀
で

あ
る
が
、
こ
れ
を
許
し
て
い
る
寛
大

な
市
長
が
い
る
わ
け
で
あ
る
。

議
員
と
い
う
立
場
は
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
を
市
民
が
判
断
し
て
選
ば
れ
て

い
る
が
、
あ
な
た
方
は
12

名
が
集
団

を
組
み
、
議
会
の
中
で
役
を
決
め
る

の
も
そ
の
中
か
ら
誰
が
手
を
あ
げ
て

誰
を
推
薦
す
る
か
も
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
周
到
に
談
合
を
し
て
、

自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
を
決
め
て
き

た
。
そ
れ
が
証
拠
に
阿
久
根
市
議
会

の
根
幹
を
な
す
、
議
会
運
営
委
員
会

で
我
々
４
名
、
誰
一
人
、
入
っ
て
い

な
い
。
委
員
長
が
束
ね
る
議
会
運
営

委
員
会
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
委
員

竹原信一市長不信任決議

現状の阿久根市議会は、市長と不信任の関係にあります。
今３月議会におきましても、市長の責任を問う問責決議

が可決されました。しかし多くの市民が混乱の原因は議員
にあると口にします。多数の議員は、市民に対し市長リコ
ール運動をあおり、市政を混乱させている責任をすべて市
長の責任にしようとしています。まさに混乱の極みにあり
ます。
議会多数派と市長とのねじれ、それはつまり主権者であ

る市民と議会がねじれているということです。
われわれは市長を支持していながら、地方自治法第178

条の規定により不信任決議案を出すという苦肉の選択をし
ます。市政の混乱をおさめる最終手段にあたる重大な決議
案であります。私には多数派の議員が反対する理由が見当
たりません。
阿久根市発展のために、主権者である市民の洗礼を受け

るべきときです。
以上、決議する。

平成22年４月19日
鹿児島県阿久根市議会

長
が
考
え
る
方
向
で
進
ん
で
い
る
。

議
案
は
、
市
民
の
た
め
に
ぜ
ひ
賛

成
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
切
望
す
る

と
と
も
に
か
ね
て
か
ら
不
信
任
の
声

を
あ
げ
て
い
る
方
々
、
必
ず
理
解
を

し
て
い
た
だ
い
て
起
立
を
願
い
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

反
対
討
論　

牛
之
濱
由
美
議
員

提
案
者
に
対
し
質
問
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
が
、
明
ら
か
に
市
長
の
選
択

肢
で
あ
る
辞
職
か
議
会
解
散
、
二
択

の
う
ち
議
会
解
散
だ
け
の
目
的
の
提

案
で
あ
り
、
４
名
の
議
員
の
方
は
市

長
に
対
し
て
、
不
信
任
で
も
な
い
の

に
こ
の
よ
う
な
地
方
自
治
法
の
乱
用

と
も
思
わ
れ
る
提
案
自
体
、
議
論
に

値
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

る
。ま

た
、
議
会
解
散
目
的
だ
け
を
提

案
理
由
と
す
る
こ
と
は
、
議
員
選
挙

を
促
す
こ
と
で
あ
る
。
２
年
連
続
の

選
挙
に
係
る
費
用
も
莫
大
な
費
用
と

な
る
。
市
の
予
算
を
圧
迫
す
る
こ
と

を
議
員
の
立
場
と
し
て
、
到
底
賛
成

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

平
成
22

年
度
当
初
予
算
は
す
で
に

可
決
さ
れ
て
い
る
。
当
初
予
算
を
可

決
す
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
今
年

度
、
市
長
の
方
針
に
同
意
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
市
長
不
信

任
案
は
市
長
へ
辞
職
を
促
す
た
め
に

提
出
さ
れ
る
議
案
で
あ
り
、
議
会
解

散
目
的
の
た
め
に
提
出
す
る
議
案
で

は
な
い
こ
と
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も

今
回
の
不
信
任
案
と
い
う
議
案
提
出

そ
の
も
の
に
反
対
の
意
味
も
あ
り
、

賛
同
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

反
対
討
論　

櫁
柑
幸
雄
議
員

竹
原
市
長
は
、特
に
本
定
例
会
で
、

憲
法
、
法
律
に
公
然
と
違
反
し
、
議

会
制
民
主
主
義
を
否
定
し
、
そ
し
て

一
方
で
は
、
市
の
抵
抗
勢
力
を
一
掃

す
る
と
公
言
し
て
い
る
こ
と
は
、
市

政
の
私
物
化
と
非
民
主
な
独
裁
政
治

を
意
図
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
市
民
、
議
会
へ
の
背
信
行
為
は

断
じ
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
竹
原
市
長
は
、
公

務
員
と
し
て
失
格
で
あ
り
、
直
ち
に

自
ら
市
長
の
職
を
辞
任
す
べ
き
で
あ

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
の
姿

勢
を
正
当
化
し
、
市
政
混
乱
の
諸し
ょ

悪あ
く

の
根
源
を
議
会
に
責
任
転
嫁
し
、
市

長
支
持
派
の
議
員
と
結
託
し
て
市
議

会
解
散
を
主
た
る
目
的
と
し
て
、
市

長
不
信
任
決
議
を
提
案
す
る
こ
と
自

体
、
議
会
の
権
能
を
放
棄
さ
せ
る
何

物
で
も
な
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ

る
。し

た
が
っ
て
、
こ
の
不
信
任
決
議

案
は
市
長
不
信
任
で
は
な
く
て
内
容

そ
の
も
の
は
、
議
会
解
散
が
目
的
で

あ
る
か
ら
自
ら
の
責
任
を
と
っ
て
も

ら
う
意
味
か
ら
、
私
は
こ
の
不
信
任

決
議
案
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

反
対
討
論　

濵
﨑
國
治
議
員

竹
原
市
長
の
こ
れ
ま
で
の
言
動
や

平
成
21

年
第
３
回
定
例
会
で
の
一
般

質
問
で
の
対
応
、
ま
た
、
自
身
の
ブ

ロ
グ
で
障
害
者
差
別
と
も
受
け
取
ら

れ
る
記
述
を
し
た
問
題
で
の
対
応
、

懲
戒
免
職
処
分
に
伴
う
鹿
児
島
地
裁

や
宮
崎
高
裁
等
の
決
定
に
従
わ
ず
、

法
を
無
視
し
、
違
法
な
状
況
を
と
り

続
け
る
態
度
、
職
員
の
降
格
処
分
に

対
す
る
市
公
平
委
員
会
の
取
り
消
し

決
定
に
従
わ
な
い
状
況
な
ど
、
市
長

と
し
て
市
民
に
対
し
、議
会
に
対
し
、

説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
だ
け

で
は
な
く
、
不
誠
実
な
態
度
は
極
め

て
無
責
任
で
あ
り
、
決
し
て
見
過
ご

す
こ
と
の
で
き
な
い
態
度
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
竹
原
市
長
の
態
度
は
、

議
員
の
一
人
と
し
て
断
じ
て
容
認
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

特
に
今
定
例
会
で
の
議
会
対
応
へ

の
不
誠
実
さ
や
、
竹
原
市
長
の
説
明

責
任
を
果
た
さ
な
い
態
度
、
さ
ら
に

市
民
生
活
に
密
着
す
る
当
初
予
算
や

総
合
計
画
の
審
議
で
は
自
ら
が
出
席

し
な
い
ば
か
り
か
、
担
当
課
に
も
欠

席
す
る
よ
う
命
令
す
る
な
ど
の
態
度

は
、
議
会
を
冒ぼ
う

涜と
く

し
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
、
議
会
軽
視
も
は
な
は
だ
し

く
、
地
方
自
治
法
に
も
違
反
す
る
も
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の
で
あ
り
、
法
を
守
る
べ
き
市
長
が

法
を
守
ら
な
い
状
況
は
、
厳
し
く
そ

の
責
任
を
問
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

独
裁
的
な
こ
れ
ら
の
行
為
は
市
長
不

信
任
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
ほ
ど
の
質

疑
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
今

回
の
市
長
不
信
任
決
議
案
は
、
市
長

の
不
信
任
に
な
っ
て
い
な
い
と
同
時

に
、
市
長
が
狙
う
議
会
解
散
に
よ
る

市
長
の
政
策
に
何
で
も
す
べ
て
賛
成

を
す
る
議
員
の
増
員
を
図
ろ
う
と
す

る
画
策
と
否
決
さ
れ
れ
ば
議
会
多
数

派
議
員
の
姿
勢
を
問
う
政
治
的
な
駆

け
引
き
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
決
議
案
の
提
出
は
自
ら
の

松
元
薫
久
議
員
、
牟
田
学
議
員
、

石
澤
正
彰
議
員
、
山
田
勝
議
員
に

対
す
る
問
責
決
議
の
討
論
内
容

賛
成
討
論　

木
下
孝
行
議
員

た
だ
い
ま
提
案
者
か
ら
出
さ
れ
た

議
案
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
一
言
で

言
え
ば
議
会
と
市
民
を
愚ぐ

弄ろ
う

す
る
も

の
で
あ
る
。
前
代
未
聞
で
あ
り
、
４

名
の
議
員
の
資
質
は
最
低
の
レ
ベ
ル

で
あ
る
。
自
ら
提
案
し
、
補
足
説
明

で
賛
成
あ
り
き
の
答
弁
を
し
て
お
き

な
が
ら
、
結
果
、
反
対
票
を
投
じ
る
。

ま
さ
に
、
市
長
や
４
名
の
議
員

が
日
頃
か
ら
口
に
す
る
「
議
会
は
茶

番
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
ま

さ
に
そ
れ
を
地
で
行
う
茶
番
劇
で
あ

る
。こ

の
４
名
の
議
員
に
対
し
て
提
案

理
由
の
と
お
り
に
議
員
と
し
て
の
倫

理
観
や
道
義
的
責
任
を
と
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
。
特
に
14

番
議
員
に
関
し

て
は
、
議
員
年
数
28

年
と
い
う
模
範

に
な
る
べ
き
立
場
で
あ
る
。
よ
っ
て

議
員
辞
職
も
含
め
強
く
望
む
も
の
で

あ
る
。

賛
成
討
論　

中
面
幸
人
議
員

竹
原
市
長
不
信
任
決
議
を
提
出

し
、
質
疑
に
対
し
応
答
、
ま
た
補
足

説
明
ま
で
し
て
お
き
な
が
ら
、
表
決

で
反
対
票
を
入
れ
た
４
人
に
対
し
、

市
民
か
ら
負
託
を
受
け
た
議
員
と
は

松元薫久議員、牟田学議員、石澤正彰議員、
山田勝議員に対する問責決議

本日決議第５号が、松元薫久議員を提出者に、
牟田学議員、石澤正彰議員、山田勝議員が賛成
者として提案された。
提案理由や質疑の中で、市長に対しては信任
しているが、議会を解散させるためだけの意図的
な提案であったことが明白となり、本来の不信任
にまったく値しない趣旨のもとの提案であった。
しかも、記名投票における採決では、みずか

ら提案した決議案にもかかわらず、４人全員が反
対するという議員提案権、議会制度のみならず、
市民をも愚弄する行動をとった。
このことは、議員としての自覚の欠落、責任

をまったく放棄したものであり、市民から負託を
受けて活動すべき議員のとるべき態度ではない。
したがって、阿久根市議会は４名の議員に対
し、深く謝罪を求めるとともに、議員としての
責任を強く問うものである。
以上、決議する。

平成22年４月19日
鹿児島県阿久根市議会

山
田
勝
議
員
の
農
地
法
違
反
に

対
す
る
問
責
決
議
の
討
論
内
容

反
対
討
論　

石
澤
正
彰
議
員

本
議
会
は
前
の
議
会
で
政
務
調
査

費
の
不
正
使
用
し
た
複
数
の
議
員
に

問
責
の
ひ
と
つ
も
や
っ
て
な
い
過
去

が
あ
る
。

今
回
に
つ
い
て
も
平
成
９
年
に
行

わ
れ
た
。
14

番
議
員
は
う
っ
か
り
し

て
い
た
と
話
を
し
て
い
た
が
、
こ
れ

で
問
責
を
皆
さ
ん
や
る
の
か
。

こ
れ
に
は
施
工
し
た
業
者
も
い
る

は
ず
で
あ
る
。
い
く
ら
28

年
目
の
議

員
、
議
長
経
験
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
、
必
ず
し
も
す
べ
て
が
わ
か
っ
て

や
っ
た
と
は
私
は
思
っ
て
い
な
い
。

本
人
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
科
す
の

で
あ
れ
ば
、
問
責
を
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
施
工
し
た
業
者
に
は
責
任
は
な

い
の
か
。
議
決
す
る
の
で
あ
れ
ば
施

工
業
者
の
指
名
停
止
を
含
む
ペ
ナ
ル

テ
ィ
を
科
す
べ
き
だ
と
私
は
思
っ
て

い
る
。

賛
成
討
論　

児
玉
賢
一
郎
議
員

提
案
理
由
に
あ
る
よ
う
に
14

番
議

員
は
現
職
議
員
中
、
最
も
長
く
議
員

を
さ
れ
、
前
回
の
選
挙
で
も
ト
ッ
プ

当
選
し
て
い
る
。

先
ほ
ど
の
市
長
不
信
任
案
の
提
案

者
の
一
人
で
あ
る
。
驚
く
こ
と
に
全

員
反
対
、
提
案
者
が
反
対
す
る
と
い

う
異
例
の
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
想
像

す
る
に
14

番
議
員
の
シ
ナ
リ
オ
並
び

に
演
出
で
は
な
か
っ
た
か
と
疑
い
た

く
な
る
。

ま
た
、農
地
法
違
反
も
し
て
い
る
。

こ
の
案
件
が
採
択
さ
れ
る
こ
と
を

心
か
ら
願
い
問
責
決
議
を
14

番
議
員

が
重
く
受
け
と
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

思
え
な
い
行
動
に
同
じ
議
員
と
し
て

恥
ず
か
し
さ
を
感
じ
る
。

目
的
は
議
会
解
散
で
あ
っ
た
の
だ

か
ら
４
人
が
辞
職
し
て
市
民
か
ら
の

真
意
を
問
う
て
い
た
だ
き
た
い
。
よ

っ
て
こ
の
問
責
決
議
に
賛
成
し
た

い
。

こ
れ
ま
で
の
政
治
姿
勢
を
否
定
し
、

議
会
を
も
て
あ
そ
ん
で
い
る
と
し
か

言
い
よ
う
が
な
く
、
議
会
を
解
散
さ

せ
る
た
め
に
市
長
不
信
任
決
議
の
手

法
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
は
、

議
員
の
政
治
姿
勢
と
し
て
適
切
で
な

い
と
考
え
る
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
竹
原
市
長
の
不
信
任
に
は
賛
成

で
あ
る
が
、
今
回
の
市
長
不
信
任
決

議
案
に
は
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
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阿
久
根
市
議
会
解
散
に
関
す
る

決
議
の
討
論
内
容

反
対
討
論　

櫁
柑
幸
雄
議
員

今
日
の
阿
久
根
市
政
を
あ
え
て
混

乱
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
竹

原
市
長
で
あ
り
、
そ
の
責
任
は
す
べ

て
竹
原
市
長
に
あ
る
。

提
案
者
は
、
あ
た
か
も
議
会
と
市

長
が
ね
じ
れ
て
い
る
よ
う
な
言
い
方

を
し
て
い
る
が
、
問
題
は
議
会
に
出

席
を
し
な
い
、
障
害
者
に
対
す
る
誹

謗
中
傷
の
不
当
な
発
言
を
す
る
、
裁

判
の
決
定
を
守
ら
な
い
、
法
律
に
違

反
を
す
る
、
こ
と
ご
と
く
市
長
が
そ

の
混
乱
の
大
責
任
者
で
あ
っ
て
、
議

会
に
ま
っ
た
く
非
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
議
会
に
非
が
あ
る

と
認
め
る
議
員
が
い
る
の
な
ら
ば
、

地
方
自
治
法
第
１
２
６
条
に
よ
っ
て

自
ら
辞
職
さ
れ
れ
ば
い
い
話
で
あ
っ

て
、
私
は
議
会
に
ま
っ
た
く
非
は
な

い
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
市
議
会
の

自
主
解
散
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

山田勝議員の農地法違反に対する問責決議

山田勝議員は、農地を無届けで自宅増築のために
宅地に転用したとして、市民から通報があり、農業
委員会の調査の結果、平成９年に農地を無断転用し
て木造平屋建住宅約31平方メートルを増築し、また、
増築部分に面する農地も無届けで庭に転用している
ことが判明し、農業委員会から行政指導を受けてい
る。
この件に関して、山田勝議員は、「新築でなく建
て増しだったので、農地転用の書類を出すのをうっ
かり忘れてしまった。申し訳ない。」と釈明している。
しかしながら、今年４月１日に阿久根市議会政策
研究会が行った議会報告会において、この件につい
て市民から「議員は公人であり、しかも、農地を守
る立場にある農業委員の経験者がうっかりではすま
されない。」と厳しく批判され、議会としてもその
責務を果たしていないと指摘を受け、議会への批判
も受けたところである。
また、農地の無断転用により固定資産税で宅地と

しての課税を受けていないとすれば、脱税や地方税
法違反にもなるのではないかとの市民の声もあると
ころである。
以上のことから、長年の議員経験者で議長職の経
験もあり、農業委員の経験もある山田勝議員が議会
の信用を失墜させた行為に対し、議会としてこのま
ま容認することは断じて許すことのできないもので
あり、山田勝議員に対し、厳しくその責任を問うも
のである。
以上、決議する。

平成22年４月19日
鹿児島県阿久根市議会

賛
成
討
論　

山
田　

勝
議
員

28

年
も
議
員
を
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
28

年
議
員
を
し
て
感

じ
る
こ
と
は
、
今
ま
で
何
人
と
い
う

市
長
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

そ
の
間
、
賛
成
を
し
た
り
支
持
者
で

あ
っ
た
り
、
支
持
者
で
な
か
っ
た
り

し
て
い
る
が
、
た
だ
、
は
っ
き
り
し

て
い
る
こ
と
は
、
市
長
を
支
持
し
な

い
時
も
、
し
た
時
も
、
市
長
が
提
案

を
し
た
特
に
副
市
長
、
教
育
長
等
の

人
事
は
、
一
度
も
反
対
し
た
こ
と
も

な
く
、
併
せ
て
議
会
が
否
決
し
た
こ

と
も
実
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
副
市

長
あ
る
い
は
教
育
長
は
市
長
が
自
分

の
政
策
を
実
行
す
る
た
め
に
「
嫁
女

を
も
ら
う
の
と
同
じ
だ
よ
」
と
い
う

こ
と
で
、
議
会
は
ほ
と
ん
ど
賛
成
し

て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
竹
原
市
長
が
一

昨
年
９
月
当
選
し
て
以
来
、
重
要
な

政
策
的
な
議
案
に
は
、
私
は
こ
と
ご

と
く
賛
成
を
し
て
い
る
と
は
思
っ
て

い
な
い
。
こ
と
ご
と
く
反
対
を
し
て

い
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

昨
年
、
市
長
の
不
信
任
案
を
出
し

た
。
そ
し
て
、
市
長
は
議
会
を
解
散

し
た
。
新
し
い
議
員
が
生
ま
れ
た
。

新
し
い
議
員
は
、
市
民
の
反
対
を
押

し
切
っ
て
、
不
信
任
案
を
出
し
て
市

長
を
失
職
さ
せ
た
。
市
長
は
再
度
選

挙
を
し
た
。
阿
久
根
市
民
は
、
竹
原

信
一
氏
を
市
長
と
し
て
選
ん
だ
わ
け

で
あ
る
。

で
す
か
ら
、
竹
原
市
長
は
自
分

の
政
策
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
実
行
す

る
た
め
に
数
々
の
議
案
を
提
案
し
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
非
常
に
重

要
な
部
分
は
、
こ
と
ご
と
く
私
は
反

対
を
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
で

す
か
ら
皆
さ
ん
の
気
持
ち
は
、
お
そ

ら
く
あ
の
３
月
の
不
信
任
案
を
出
し

た
時
と
同
じ
気
持
ち
だ
と
私
は
思
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
民
は

次
の
市
長
選
挙
で
、
竹
原
市
長
を
再

任
し
た
。
そ
の
時
点
で
私
は
市
長
は

市
民
の
信
任
を
受
け
た
と
い
う
こ
と

で
、
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
実
現

反
対
討
論　

大
田
重
男
議
員

今
、
阿
久
根
市
は
、
う
に
丼
祭
の

真
っ
最
中
で
あ
る
。
う
に
を
と
る
漁

師
の
方
々
、
ま
た
、
う
に
を
使
っ
て

料
理
す
る
方
々
が
阿
久
根
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
。
一
方
、

不
信
任
決
議
案
、
あ
る
い
は
議
会
の

自
主
解
散
決
議
案
を
出
し
て
紛
争
し

て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
状
況
に
非
常

に
憤
り
を
感
じ
て
い
る
。

地
方
議
会
解
散
特
例
法
は
あ
る

が
、私
の
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

過
去
に
東
京
都
議
会
が
昭
和
40

年
６

月
、
茨
城
県
議
会
が
昭
和
41

年
12

月

の
例
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
数

字
を
考
え
る
と
い
か
に
重
い
も
の
か

と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

先
の
議
会
で
平
成
22

年
度
の
予
算

す
る
た
め
の
数
々
の
議
案
に
前
向
き

に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
私
は
思
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
数
ヶ
月
見
て
い
る

と
、
私
は
当
然
市
民
か
ら
信
任
を
受

け
た
市
長
に
対
す
る
議
会
の
対
応
と

は
思
え
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
意
見
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

こ
う
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
ら
、
１
日

も
早
く
議
会
を
解
散
し
て
も
う
一

度
、
市
民
の
信
を
問
う
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
で
、
議
会
解
散
に
関
す
る
決

議
案
に
賛
成
を
す
る
立
場
で
討
論
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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阿久根市議会解散に関する決議

昨年の５月に再選された、竹原市長と阿久根市議
会は未だに不信任状態であります。ごみ袋値下げ案
は、３回も否決をするあり様です。竹原市長が進め
る政策（新規事業）等にことごとく反対しています。
平成22年第１回定例会においては一部の報道機関と
結託して市民の皆様に心配と不安をあおっています。
多数派議員たちは自分たちでは行動は起こさず、かや
の外で市民をあおり竹原市政の転覆を企てています。
今の阿久根市議会は、阿久根市政を議論する機能は
まったくありません。斉藤前市長の長い政権の中で
行われてきた馴れ合いの議会、談合の議会など今の
竹原市政では通用しないし必要もない。自浄能力の
ない阿久根市議会は今すぐ解散をするべきである。
われわれ、一新会の４人のメンバーは、行動を起

こさない多数派議員と議論をするつもりはありませ
ん。阿久根市議会を一日も早く正常に戻すためにも
う一度阿久根市民の信を問うべく、地方自治体の議
会の解散に関する特例法に基づき阿久根市議会を解
散することを決議する。

平成22年４月19日
鹿児島県阿久根市議会

が
修
正
可
決
と
な
っ
た
。
議
会
は
チ

ェ
ッ
ク
機
関
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

今
度
の
議
会
で
は
本
当
に
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
私
は
思
っ

て
い
る
。
私
も
議
員
に
な
っ
て
１
年

に
な
り
、
議
案
を
出
さ
れ
た
４
名
の

う
ち
３
名
の
議
員
も
私
と
同
じ
で
あ

る
。
私
は
住
民
の
負
託
を
受
け
て
、

４
年
間
頑
張
り
な
さ
い
と
議
員
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
住
民
の
意
思
を
無
視
し

た
自
主
解
散
は
住
民
へ
の
裏
切
り
行

為
だ
と
思
う
し
、
自
分
勝
手
に
議
員

の
解
職
を
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
住
民
か
ら
の
直
接
請
求
に
よ
る

議
会
の
解
散
だ
っ
た
ら
、
私
も
納
得

で
き
る
。

ゆ
え
に
、
こ
の
阿
久
根
市
議
会
解

散
に
関
す
る
決
議
案
に
は
反
対
し
た

い
。

反
対
討
論　

木
下
孝
行
議
員

地
方
自
治
体
の
議
会
の
あ
り
方

を
４
名
の
方
に
、
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
問
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。議

会
解
散
を
し
て
新
し
い
議
会
が

必
要
だ
と
３
番
議
員
の
ブ
ロ
グ
で
記

述
さ
れ
て
い
る
。
あ
な
た
方
は
、
議

会
が
本
来
の
機
能
を
果
た
さ
な
い
す

べ
て
の
市
長
提
案
を
認
め
る
議
会
に

し
た
い
の
か
。
竹
原
市
長
や
14

番
議

員
は
、
２
年
前
ま
で
賛
成
ば
か
り
す

る
議
会
は
癒ゆ

着ち
ゃ
くを
し
て
い
る
と
言
っ

て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
癒ゆ

着
ち
ゃ
く

議
会

を
つ
く
り
た
い
の
か
問
い
た
い
と
こ

ろ
で
る
。

ま
た
、
今
回
の
予
算
承
認
に
関
し

て
も
、
財
源
の
担
保
の
な
い
計
上
の

仕
方
や
説
明
を
十
分
聞
か
な
け
れ
ば

分
か
ら
な
い
も
の
を
議
会
と
し
て
チ

ェ
ッ
ク
も
せ
ず
、
平
気
で
可
決
す
る

よ
う
な
議
会
に
し
て
よ
い
と
思
っ
て

い
る
の
か
。

こ
の
議
案
の
提
案
者
を
含
む
４
名

の
議
員
は
、
地
方
自
治
法
第
１
２
１

条
の
議
会
出
席
の
義
務
違
反
で
あ
る

市
長
の
議
会
出
席
拒
否
を
擁
護
し
、

議
会
と
執
行
部
と
の
二
元
代
表
制
の

関
係
を
破
綻
さ
せ
る
よ
う
な
議
員
と

し
て
の
職
務
遂
行
で
あ
り
、
責
任
を

放
棄
す
る
態
度
を
本
会
期
中
の
予
算

審
議
を
含
め
た
す
べ
て
の
審
議
中
の

言
動
で
表
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

中
で
本
議
案
に
対
し
て
、
そ
の
他
の

議
員
は
法
と
規
則
の
遵
守
の
も
と
、

そ
の
職
務
を
果
た
し
て
お
り
、
何
ら

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思

っ
て
い
る
。

よ
っ
て
提
出
者
を
含
む
４
名
の

議
員
に
は
議
会
制
民
主
主
義
の
も
と

二
元
代
表
制
の
自
ら
の
職
務
の
放
棄

は
市
民
を
裏
切
る
も
の
で
あ
り
、
否

決
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
行
う
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
単
に
市
民
を
惑
わ

す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
４
名
の
議
員

の
自
ら
の
辞
職
を
求
め
て
も
議
会
の

解
散
は
認
め
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

反
対
討
論　

濵
﨑
國
治
議
員

ま
ず
、
ど
こ
を
ど
う
見
て
も
、
ど

う
考
え
て
も
市
議
会
を
自
主
的
に
解

散
す
る
理
由
が
私
に
は
見
当
た
ら
な

い
。
議
会
の
解
散
に
関
す
る
特
例

法
で
は
確
か
に
自
主
的
に
解
散
で
き

る
よ
う
な
規
定
が
あ
る
が
、
解
散
の

請
求
に
関
す
る
世
論
の
動
向
に
鑑
み

と
、
第
１
条
に
規
定
し
て
い
る
よ
う

に
、
例
え
ば
阿
久
根
市
議
会
議
員
の

多
く
が
不
祥
事
等
に
よ
り
阿
久
根
市

民
か
ら
市
議
会
は
解
散
し
て
出
直
し

て
選
挙
民
の
意
見
を
聞
く
と
い
う
こ

と
で
、
法
に
の
っ
と
り
自
主
的
な
解

散
を
選
択
す
る
場
合
が
あ
る
と
理
解

し
て
い
る
が
、
任
期
の
途
中
で
議
会

を
解
散
す
る
こ
と
は
そ
れ
な
り
の
正

当
な
理
由
が
必
要
で
あ
り
、
現
在
の

市
議
会
に
は
そ
の
よ
う
な
状
況
は
存

在
し
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
市
議
会
等
を
振
り
返

る
と
議
会
と
市
長
の
関
係
は
、
決
し

て
好
ま
し
い
関
係
で
は
な
い
こ
と
は

理
解
し
て
い
る
。
混
乱
し
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は

我
々
市
議
会
に
原
因
が
あ
る
の
で
は

な
く
、
ブ
ロ
グ
で
の
障
害
者
差
別
と

も
受
け
取
れ
る
記
述
の
問
題
や
裁
判

所
の
決
定
を
守
ら
な
か
っ
た
り
、
法

律
で
規
定
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
議
会
に
欠
席
し
、
説
明
責
任

を
果
た
さ
な
か
っ
た
り
、
市
長
命
令

で
委
員
会
審
議
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
さ
せ

る
な
ど
、
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い

よ
う
な
言
動
や
態
度
に
よ
る
市
民
や

議
会
対
応
へ
の
不
誠
実
さ
や
説
明
責

任
を
果
た
さ
な
い
態
度
が
、
竹
原
市

長
の
責
任
を
厳
し
く
問
わ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
市
議
会
に
は
責
任
は
な
い

と
断
言
で
き
る
。

私
た
ち
は
、
阿
久
根
市
政
に
つ
い

て
竹
原
市
長
の
政
策
を
議
場
で
堂
々

と
議
論
し
て
結
論
を
出
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
生
活
に
密
着
す
る
予

算
審
議
を
十
分
に
行
い
、
市
政
に
反

映
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
市
民

の
声
を
行
政
に
届
け
、
市
政
運
営
に

活
か
す
た
め
、
総
括
質
疑
や
一
般
質

問
で
十
分
論
議
し
よ
う
と
思
っ
て
い

る
。
そ
れ
が
私
た
ち
議
員
に
与
え
ら

れ
た
仕
事
で
あ
り
、
責
務
で
も
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
私
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
市
議
会
解
散
に
関
す
る
決
議

に
は
反
対
を
し
た
い
。
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【平成22年度当初予算の主な事業】
（単位：千円）

広報用放送施設整備事業 ５,１０６
重度心身障害者医療費事業 ７２,０００
生活介護事業 ４３,２００
施設入所支援事業 １９１,０３０
長寿祝金支給事業 ４,０２５
老人はり・きゅう施術料助成事業 ２,１００
児童手当支給事業 ２６,９７５
児童扶養手当支給事業 １２９,６００
乳幼児医療費助成事業 ２７,０００
ひとり親家庭医療助成事業 １３,２００
小型合併処理浄化槽設置整備事業 ４８,４２０
生ごみ処理器購入助成事業 ５００

えんどう連作障害対策土壌消毒事業 １,３７５
中山間地域等直接支払制度事業 １０,２２８
遊休農地解消対策事業 ２,０００
森林整備地域活動支援事業 ５,１５０
藻場・干潟等保全活動支援事業 １,０５０
稚魚放流事業 １,４００
過疎バス運行事業 １,０００
乗合タクシー運行事業 ４,３８６
阿久根みどこい祭 ５,０００
山村留学実施事業 １,５００
未来をひらく「阿久根っ子」事業 １,５３０
九州高校選抜駅伝競走大会 ３,６００
ボンタンロードレース大会 ３,４５０

決

議

※
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
交
通
事
故
防
止
に
関
す
る
決
議

◎
竹
原
市
長
の
政
治
姿
勢
に
対
す
る

問
責
決
議

◎
松
元
薫
久
議
員
、
牟
田
学
議
員
、

石
澤
正
彰
議
員
、
山
田
勝
議
員
に

対
す
る
問
責
決
議

◎
山
田
勝
議
員
の
農
地
法
違
反
に
対

す
る
問
責
決
議

※
否
決
さ
れ
た
も
の

◎
竹
原
信
一
市
長
不
信
任
決
議

◎
阿
久
根
市
議
会
解
散
に
関
す
る
決

議

☆　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

廃
油
リ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る

資
源
活
用
に
つ
い
て
、
農
業
収
益

向
上
に
効
果
の
あ
る
作
物
の
選
定

に
つ
い
て
、
商
店
街
の
活
性
化
策

に
つ
い
て
、
平
成
22

年
２
月
３
日

か
ら
２
月
５
日
に
か
け
て
熊
本
県

八
代
市
の
八
代
地
域
農
業
協
同
組

合
、
大
分
県
竹
田
市
、
福
岡
県
北

九
州
市
の
九
州
・
山
口
油
脂
事
業

協
同
組
合
、
熊
本
県
人
吉
市
を
調

査
し
ま
し
た
。

☆　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

文
化
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
22

年
２
月
８
日
か
ら
２
月
10

日
に
か

け
て
、
福
岡
県
直
方
市
、
同
県
糟

屋
郡
新
宮
町
、
同
県
同
郡
粕
屋
町

を
調
査
し
ま
し
た
。

※　

議
案
第
７
号

土
地
改
良
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ

た
道
路
に
つ
い
て
、
一
般
車
両
の

通
行
が
多
く
生
活
道
路
の
性
質
が

強
い
こ
と
か
ら
、
市
道
路
線
と
し

て
認
定
す
る
も
の
。

※　

議
案
第
８
号

主
な
議
案
の
内
容

委
員
会
活
動

土
地
改
良
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ

た
道
路
に
つ
い
て
、
集
落
間
を
結

ぶ
主
要
な
生
活
道
路
と
し
て
の
性

質
が
強
い
こ
と
か
ら
市
道
と
し
た

い
の
で
、路
線
を
変
更
す
る
も
の
。

※　

議
案
第
９
号

国
の
制
度
に
準
じ
、
月
に
六
十
時

間
を
超
え
た
場
合
の
時
間
外
勤
務

手
当
の
支
給
割
合
を
引
き
上
げ
る

と
と
も
に
、
引
き
上
げ
後
の
支
給

割
合
を
適
用
す
る
代
わ
り
に
勤
務

を
要
し
な
い
日
又
は
時
間
を
指
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
新
設

す
る
た
め
、
条
例
等
の
一
部
を
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の

意

見

書

※
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
改
正
貸
金
業
法
の
早
期
完
全
施
行

等
を
求
め
る
意
見
書

◎
「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮

称
）」
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め

る
意
見
書

◎
核
兵
器
の
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
求

め
る
意
見
書

◎
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
の
救
済
に

関
す
る
意
見
書

お

知

ら

せ

◎　

議
会
会
議
録
の
閲
覧
に
つ
い

て
、
本
会
議
の
質
問
や
答
弁
内
容

を
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
市
立
図
書
館
で｢

市
議
会

会
議
録｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
平
成

15

年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
か
ら

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

※　

議
会
だ
よ
り
、
議
会
傍
聴
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
議
会

事
務
局
ま
で
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

（
七
二
）
〇
八
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

（
七
二
）
二
〇
二
九

６月上旬開会予定です。

日程は、市の行政連絡放送（防

災行政無線）でお知らせします。

平成22年
第２回定例会

本会議の模様を 　　
インターネットで生中継

市のホームページ（URL=
http://www.city.akune.
kagoshima.jp/）
平成20年第１回定例会か

ら録画中継でもご覧にな

れます。


